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(57)【要約】
【課題】画像表示装置の視認性を向上させた遊技機を提
供する。
【解決手段】上部マスクユニット５００が、前方を向い
て形成された画面５０２上に画像を表示可能な画像表示
装置５０１と、画像表示装置５０１の前方に並んで設け
られ、画面５０２の前側近傍において所定の演出作動を
行うことが可能な演出装置５１１と、演出装置５１１を
前方から覆ってリール表示窓２２よりも前方に突出する
透明の保護カバー５４１とを有し、保護カバー５４１は
、画像表示装置５０１の画面５０２とともに演出装置５
１１の前面側を覆う平板状の前カバー部５４２と、前カ
バー部５４２の下端から後方に湾曲して延びて演出装置
５１１の下面側を覆う湾曲カバー部５４３とを有し、保
護カバー５４１の前下方から湾曲カバー部５４３を通じ
て画面５０２の少なくとも一部を視認可能に構成される
。
【選択図】図２５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前方に開口部を有する箱状に形成された本体部材と、
　前記本体部材に対して前記開口部を開閉可能に取り付けられた開閉部材と、
　前記本体部材の中間部に収容された遊技を行うためのリールユニットと、
　前記開閉部材の中間部に設けられて前記本体部材に収容された前記リールユニットを視
認可能にするリール窓と、
　前記開閉部材の上部に設けられて演出を行う演出ユニットとを備え、
　前記演出ユニットは、
　前方を向いて形成された画面上に画像を表示可能な画像表示装置と、
　前記画像表示装置の前方に並んで設けられ、前記画面の前側近傍において所定の演出作
動を行うことが可能な演出装置と、
　前記演出装置を前方から覆って前記リール窓よりも前方に突出する透明の保護カバーと
を有し、
　前記保護カバーは、
　前記画像表示装置の前記画面とともに前記演出装置の前面側を覆う平板状の前カバー部
と、
　前記前カバー部の下端から後方に湾曲して延びて前記演出装置の下面側を覆う湾曲カバ
ー部とを有し、
　前記保護カバーの前下方から前記湾曲カバー部を通じて前記画面の少なくとも一部を視
認可能に構成されることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記湾曲カバー部は、前記前カバー部を通じて前記画面を視認する場合と同様に視認で
きる程度に、滑らかに湾曲していることを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【請求項３】
　前記演出装置は、
　所定の装飾が施された演出部材と、
　前記演出部材が前記画面の前側近傍に位置する演出作動位置と、前記演出作動位置の上
方に位置する待機位置とに、前記演出部材を移動可能に保持する演出駆動部とを有し、
　前記演出部材が前記演出作動位置に位置する場合と、前記演出部材が前記待機位置に位
置する場合の両方において、前記保護カバーの前下方から前記湾曲カバー部を通じて前記
画面の少なくとも一部を視認可能に構成されることを特徴とする請求項１または２に記載
の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スロットマシン等の遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　遊技機の一種であるスロットマシンは、リールを回転させるリールユニットと、リール
ユニットの作動制御を行う主制御装置と、遊技の結果に応じてメダルを払い出す払出装置
と、これらを収容する箱状の基体部（本体部材）と、基体部の前面開口部を開閉可能な前
面扉（開閉部材）とを備えて構成されている（例えば、特許文献１を参照）。また、前面
扉には、電飾装置や化粧板等の装飾部品と、所定の演出画像を表示可能な画像表示装置と
、電飾装置および画像表示装置等の制御を行う副制御装置とが取り付けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２２０８２１号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　近年、より多彩な演出を行うため、画像表示装置の近傍にも演出装置を設けられるよう
にする要望がある。しかしながら、画像表示装置の前側近傍に演出装置を設ける場合、画
像表示装置の画面を従来よりも後方に配置する必要があるため、遊技者が画像表示装置の
画面を見にくくなる可能性がある。
【０００５】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされたものであり、画像表示装置の視認性を向上
させた遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　このような目的達成のため、本発明に係る遊技機は、前方に開口部を有する箱状に形成
された本体部材と、前記本体部材に対して前記開口部を開閉可能に取り付けられた開閉部
材と、前記本体部材の中間部に収容された遊技を行うためのリールユニットと、前記開閉
部材の中間部に設けられて前記本体部材に収容された前記リールユニットを視認可能にす
るリール窓と、前記開閉部材の上部に設けられて演出を行う演出ユニットとを備え、前記
演出ユニットは、前方を向いて形成された画面上に画像を表示可能な画像表示装置と、前
記画像表示装置の前方に並んで設けられ、前記画面の前側近傍において所定の演出作動を
行うことが可能な演出装置と、前記演出装置を前方から覆って前記リール窓よりも前方に
突出する透明の保護カバーとを有し、前記保護カバーは、前記画像表示装置の前記画面と
ともに前記演出装置の前面側を覆う平板状の前カバー部と、前記前カバー部の下端から後
方に湾曲して延びて前記演出装置の下面側を覆う湾曲カバー部とを有し、前記保護カバー
の前下方から前記湾曲カバー部を通じて前記画面の少なくとも一部を視認可能に構成され
る。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、画像表示装置の視認性を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】スロットマシンの斜視図である。
【図２】スロットマシンの内部構造を示す正面図である。
【図３】スロットマシンの前面扉を後方から見た図である。
【図４】前面扉の正面図である。
【図５】前面扉の分解斜視図である。
【図６】前面扉から上パネル部材を取り外した状態を示す分解斜視図である。
【図７】前面扉から左固定部材を取り外した状態を示す拡大正面図である。
【図８】前面扉における操作ユニット取付部の近傍を示す側断面図である。
【図９】（ａ）はベットスイッチユニットを上方から見た斜視図であり、（ｂ）はベット
スイッチユニットの平面図である。
【図１０】（ａ）はベットスイッチユニットを下方から見た斜視図であり、（ｂ）はベッ
トスイッチユニットの底面図である。
【図１１】ベットスイッチユニットの分解斜視図である。
【図１２】センサユニット部および照光ユニット部を一方から見た斜視図である。
【図１３】センサユニット部および照光ユニット部を他方から見た斜視図である。
【図１４】センサユニット部および照光ユニット部の分解斜視図である。
【図１５】（ａ）はストップスイッチユニットを前方から見た斜視図であり、（ｂ）はス
トップスイッチユニットを後方から見た斜視図である。
【図１６】ストップスイッチユニットの分解斜視図である。
【図１７】ストップスイッチユニットに設けられたセンサユニット部および照光ユニット
部の分解斜視図である。
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【図１８】右上部サイドランプの分解斜視図である。
【図１９】右上部サイドランプからランプカバーを取り外した状態を示す正面図である。
【図２０】右上部サイドランプからランプカバーを取り外した状態を示す背面図である。
【図２１】図２０の矢印XXI－XXIの方向から見た断面図である。
【図２２】図２０の矢印XXII－XXIIの方向から見た断面図である。
【図２３】上部マスクユニットの分解斜視図である。
【図２４】上部マスクユニットの背面図である。
【図２５】上部マスクユニットの側断面図である。
【図２６】（ａ）は保護カバーの正面図であり、（ｂ）は保護カバーの斜視図であり、（
ｃ）は保護カバーの側面図である。
【図２７】シャッター装置が閉じた状態を示す正面図である。
【図２８】シャッター装置が閉じた状態を示す背面図である。
【図２９】シャッター装置が閉じた状態を示す正面図（部分断面図）である。
【図３０】シャッター装置が開いた状態を示す正面図である。
【図３１】シャッター装置が開いた状態を示す斜視図である。
【図３２】シャッター装置の一部を示す側断面図である。
【図３３】シャッター装置を前方から見た分解斜視図である。
【図３４】シャッター装置を後方から見た分解斜視図である。
【図３５】（ａ）は中継基板ケースユニットおよび配線カバーの背面図であり、（ｂ）は
中継基板ケースユニットおよび配線カバーを後方から見た斜視図である。
【図３６】（ａ）は中継基板ケースユニットおよび配線カバーの正面図であり、（ｂ）は
中継基板ケースユニットおよび配線カバーを前方から見た斜視図である。
【図３７】中継基板ケースユニットおよび配線カバーの分解斜視図である。
【図３８】前面扉から配線カバーを取り外した状態を示す背面図である。
【図３９】中継基板ケースユニットおよび配線カバーの側断面図である。
【図４０】（ａ）は副制御装置を左右方向から見た正面図であり、（ｂ）は副制御装置の
断面図である。
【図４１】副制御装置の分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の好ましい実施形態について図面を参照して説明する。まず、図１～図３
を参照しながら、遊技機の実施形態としてスロットマシンＳＭの概要について説明する。
なお、本実施形態において、図１の各矢印で示す方向をそれぞれ、上下方向、前後方向、
左右方向として説明する。本実施形態のスロットマシンＳＭは、箱状の基体部１０と、前
面扉２０とを主体に構成される。基体部１０は前方に開口部１０ａを有する箱状に形成さ
れ、基体部１０の前部に前面扉２０が取り付けられる。前面扉２０は、ヒンジ機構５ａ，
５ｂを用いて基体部１０の左前部に枢支され、基体部１０の開口部１０ａを揺動開閉可能
に構成される。
【００１０】
　基体部１０の内部中央には、４つのリール１２ａ，１２ｂ，１２ｃ，１２ｄを備えるリ
ールユニット１１が設けられ、前面扉２０に設けられたリール表示窓２２を通して４つの
リール１２ａ，１２ｂ，１２ｃ，１２ｄに描かれている図柄を視認することができるよう
になっている。基体部１０の内部下側には、スロットマシンＳＭに搭載された種々の装置
に電源を供給する電源ユニット１３、およびメダルを貯留しておくホッパー１４ａを備え
るメダル払出装置１４が設けられる。基体部１０の背板部の上側内面には、スロットマシ
ンＳＭで行われる遊技を全体的に制御する主制御装置１５が設けられる。ヒンジ機構５ａ
，５ｂが設けられる基体部１０の左側板部の上側内面には、スロットマシンＳＭの演出制
御として演出決定処理を行う副制御装置５０が設けられる。
【００１１】
　前面扉２０には前面枠２１が形成されており、前面枠２１の略中央部にリール表示窓２
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２が設けられる。前面扉２０の前面側中央には、リール表示窓２２の下方に位置して操作
パネル１００が設けられる。操作パネル１００の上面側には、遊技を行うためのベットス
イッチユニット２００、演出スイッチユニット３１、およびメダル投入口３２ａを有する
メダル投入ユニット３２が取り付けられる。操作パネル１００の前面側には、遊技を行う
ためのスタートスイッチ３３、およびストップスイッチユニット３００が取り付けられる
。また、前面扉２０の前面側中央には、リール表示窓２２の側方に位置して左右の上部サ
イドランプ４００，４１０が取り付けられる。
【００１２】
　前面扉２０の前面側上部には、画像表示装置５０１および演出装置５１１を備えた上部
マスクユニット５００が取り付けられる。前面扉２０の前面側下部には、左右の下部サイ
ドランプ４５０，４６０、装飾パネル３４、およびメダル払出装置１４から払い出された
メダルが貯留される受け皿３５が設けられる。
【００１３】
　前面扉２０が基体部１０の開口部１０ａを閉じた状態では、前面扉２０の後面側が基体
部１０の内部側に位置する。前面扉２０の後面側には、リール表示窓２２に取り付けられ
るエスカッション３６、メダル投入口３２ａに投入されたメダルの選別を行うメダルセレ
クタ３７、左右の下部スピーカーユニット３８，３９、シャッター装置６００、中継基板
ケースユニット７００、および配線カバー８００が設けられる。また、前面扉２０におけ
る上部マスクユニット５００の後面側には、スロットマシンＳＭの演出制御として各種演
出装置の演出制御処理を行う演出制御ユニット５０６が取り付けられる。
【００１４】
　［操作パネルの構成］
　次に、本実施形態に係る操作パネル１００について図４～図８を参照して説明する。操
作パネル１００は、図４～図６に示すように、上パネル部材１１０と、前パネル部材１２
０とを有して構成され、前面枠２１の略中央部に形成された操作ユニット取付部２３に取
り付けられる。操作ユニット取付部２３は、図６および図８に示すように、リール表示窓
２２の下方において、リール表示窓２２（前面扉２０）の前面側から前方に突出するとと
もに左右方向に延びるステージ状に形成される。
【００１５】
　図６に示すように、操作ユニット取付部２３の上面部左側には、ベットスイッチユニッ
ト２００の外周形状に合わせた穴状のベットスイッチ取付部２３ａが形成され、このベッ
トスイッチ取付部２３ａにベットスイッチユニット２００が上方を向いて取り付けられる
。操作ユニット取付部２３の上面部中央には、演出スイッチユニット３１の外周形状に合
わせた穴状の演出スイッチ取付部２３ｂが形成され、この演出スイッチ取付部２３ｂに演
出スイッチユニット３１が上方を向いて取り付けられる。操作ユニット取付部２３の上面
部右側には、メダル投入ユニット３２の外周形状に合わせた穴状のメダルユニット取付部
２３ｃが形成され、このメダルユニット取付部２３ｃにメダル投入ユニット３２が取り付
けられる。
【００１６】
　操作ユニット取付部２３の前面部中央には、ストップスイッチユニット３００の外周形
状に合わせた穴状のストップスイッチ取付部２３ｄが形成され、このストップスイッチ取
付部２３ｄにストップスイッチユニット３００が前方を向いて取り付けられる。また、操
作ユニット取付部２３の前面部左側には、スタートスイッチ３３が取り付けられる。
【００１７】
　上パネル部材１１０は、図５および図６に示すように、樹脂材料を用いて左右方向に延
びる薄板状に形成され、ベットスイッチユニット２００、演出スイッチユニット３１、お
よびメダル投入ユニット３２とともに、操作ユニット取付部２３の上面部に取り付けられ
る。上パネル部材１１０は、操作ユニット取付部２３の上面部に、当該上面部におけるベ
ットスイッチ取付部２３ａ、演出スイッチ取付部２３ｂ、およびメダルユニット取付部２
３ｃを除いた部分を覆うように取り付けられる。
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【００１８】
　上パネル部材１１０の左側には、ベットスイッチユニット２００の中間部が挿通される
ベットスイッチ挿通穴１１１が形成される。上パネル部材１１０におけるベットスイッチ
挿通穴１１１の縁部は、ベットスイッチユニット２００の上側外周部に重なるように覆わ
れて操作ユニット取付部２３に固定されるようになっている。上パネル部材１１０の中央
には、演出スイッチユニット３１の中間部が挿通される演出スイッチ挿通穴１１２が形成
される。上パネル部材１１０における演出スイッチ挿通穴１１２の縁部は、演出スイッチ
ユニット３１の上側外周部に重なるように覆われて操作ユニット取付部２３に固定される
ようになっている。上パネル部材１１０の左側には、メダル投入ユニット３２の中間部が
挿通されるメダル投入ユニット挿通部１１３が形成される。上パネル部材１１０における
メダル投入ユニット挿通部１１３の縁部は、メダル投入ユニット３２の上側外周部に重な
るように覆われて操作ユニット取付部２３に固定されるようになっている。
【００１９】
　前パネル部材１２０は、図５に示すように、樹脂材料を用いて左右方向に延びる薄型の
カバー形状に形成され、ストップスイッチユニット３００とともに、操作ユニット取付部
２３の前面部に取り付けられる。前パネル部材１２０は、操作ユニット取付部２３の前面
部に、当該前面部におけるストップスイッチ取付部２３ｄ、およびスタートスイッチ３３
の取付部を除いた部分を覆うように取り付けられる。
【００２０】
　前パネル部材１２０の左側には、スタートスイッチ３３が挿通されるスタートスイッチ
挿通穴１２１が形成される。前パネル部材１２０の中央には、ストップスイッチユニット
３００の中間部が挿通されるストップスイッチ挿通穴１２２が形成される。前パネル部材
１２０におけるストップスイッチ挿通穴１２２の縁部は、ストップスイッチユニット３０
０の前側外周部（後述のパネル押さえ部３３３）に重なるように覆われて操作ユニット取
付部２３に固定されるようになっている。前パネル部材１２０の右側には、前面扉２０に
設けられた鍵穴部分を露出させる鍵露出穴１２３が形成される。
【００２１】
　前パネル部材１２０の上端部には、上パネル部材１１０の前端部を覆う覆い部１２４が
形成される。覆い部１２４は、図８に示すように、前パネル部材１２０の上端部から後方
へ屈曲するように延びて、上パネル部材１１０の前部と前パネル部材１２０の上部とが段
付きで互い違いに重なるように、操作ユニット取付部２３の上面部に取り付けられた上パ
ネル部材１１０の前端部および、当該前端部に繋がる上パネル部材１１０の左右端部を覆
うように形成される。
【００２２】
　図５に示すように、前面枠２１の左側には、操作ユニット取付部２３の左方に位置して
左固定部材取付部２５が形成される。左固定部材取付部２５の前面側には、前パネル部材
１２０の左端部を覆って固定する左固定部材１６０が取り付けられる。前面枠２１の左側
における左固定部材取付部２５の上方には、リール表示窓２２の左方に位置して左サイド
ランプ取付部２７が形成される。左サイドランプ取付部２７の前面側には、左上部サイド
ランプ４００が取り付けられる。図７に示すように、左上方を向いて凹むように形成され
た前パネル部材１２０の左上端部には、左上部サイドランプ４００の前下部に下方を向い
て尖るように形成されたパネル固定部４０２が当接し、前パネル部材１２０の左上端部が
上方へ動かないように固定される。
【００２３】
　左固定部材１６０は、図５に示すように、樹脂材料を用いて三角形のカバー形状に形成
され、ネジ等の固定手段（図示せず）を用いて、左固定部材取付部２５の前面側に取り付
け固定される。なお、左固定部材取付部２５の右方に前パネル部材１２０が配置され、左
固定部材取付部２５の上方に左上部サイドランプ４００が配置され、左固定部材取付部２
５の下方に左下部サイドランプ４５０が配置される。左固定部材１６０の右側には、前パ
ネル部材１２０の左端部を前面側から覆って固定する左パネル固定部１６１が形成される



(7) JP 2016-19637 A 2016.2.4

10

20

30

40

50

。左固定部材１６０の左側には、左上部サイドランプ４００の下端部（図７における下カ
バー部４０９ｂ）および左下部サイドランプ４５０の上端部（図７における上カバー部４
５９ａ）を前面側から覆って固定する左サイドランプ固定部１６２が形成される。
【００２４】
　図５に示すように、前面枠２１の右側には、操作ユニット取付部２３の右方に位置して
右固定部材取付部２６が形成される。右固定部材取付部２６の前面側には、前パネル部材
１２０の右端部を覆って固定する右固定部材１７０が取り付けられる。前面枠２１の右側
における右固定部材取付部２６の上方には、リール表示窓２２の右方に位置して右サイド
ランプ取付部２８が形成される。右サイドランプ取付部２８の前面側には、右上部サイド
ランプ４１０が取り付けられる。左上部サイドランプ４００と同様に、右上方を向いて凹
むように形成された前パネル部材１２０の右上端部には、右上部サイドランプ４１０の前
下部に下方を向いて尖るように形成されたパネル固定部４４２（図１８を参照）が当接し
、前パネル部材１２０の右上端部が上方へ動かないように固定される。
【００２５】
　右固定部材１７０は、図５に示すように、樹脂材料を用いて左固定部材１６０と左右対
称の三角形のカバー形状に形成され、ネジ等の固定手段（図示せず）を用いて、右固定部
材取付部２６の前面側に取り付け固定される。なお、右固定部材取付部２６の右方に前パ
ネル部材１２０が配置され、右固定部材取付部２６の上方に右上部サイドランプ４１０が
配置され、右固定部材取付部２６の下方に右下部サイドランプ４６０が配置される。右固
定部材１７０の左側には、前パネル部材１２０の右端部を前面側から覆って固定する右パ
ネル固定部１７１が形成される。右固定部材１７０の右側には、右上部サイドランプ４１
０の下端部（図１８における下カバー部４３９ｂ）および右下部サイドランプ４６０の上
端部（図示せず）を前面側から覆って固定する右サイドランプ固定部１７２が形成される
。
【００２６】
　なお、左サイドランプ取付部２７および右サイドランプ取付部２８の上方に位置する前
面枠２１の上部には、上部マスクユニット５００の外周形状に合わせた枠状の上部マスク
取付部２４が形成される。上部マスク取付部２４の前面側には、上部マスクユニット５０
０が前方を向くように取り付けられる。
【００２７】
　以上のように構成される操作パネル１００を、前面枠２１の操作ユニット取付部２３に
取り付けるには、まず、上パネル部材１１０を操作ユニット取付部２３の上面部に載置す
る。次に、図５に示すように、ベットスイッチユニット２００、演出スイッチユニット３
１、およびメダル投入ユニット３２を、操作ユニット取付部２３のベットスイッチ取付部
２３ａ、演出スイッチ取付部２３ｂ、およびメダルユニット取付部２３ｃに取り付ける。
【００２８】
　このとき、ベットスイッチユニット２００は、上パネル部材１１０のベットスイッチ挿
通穴１１１に挿通され、上パネル部材１１０におけるベットスイッチ挿通穴１１１の縁部
を覆って固定するように、ネジ等の固定手段（図示せず）を用いてベットスイッチ取付部
２３ａに取り付け固定される。演出スイッチユニット３１は、上パネル部材１１０の演出
スイッチ挿通穴１１２に挿通され、上パネル部材１１０における演出スイッチ挿通穴１１
２の縁部を覆って固定するように、ネジ等の固定手段（図示せず）を用いて演出スイッチ
取付部２３ｂに取り付け固定される。メダル投入ユニット３２は、上パネル部材１１０の
メダル投入ユニット挿通部１１３に挿通され、上パネル部材１１０におけるメダル投入ユ
ニット挿通部１１３の縁部を覆って固定するように、ネジ等の固定手段（図示せず）を用
いてメダルユニット取付部２３ｃに取り付け固定される。
【００２９】
　次に、前パネル部材１２０のスタートスイッチ挿通穴１２１にスタートスイッチ３３を
挿通させて、前パネル部材１２０を操作ユニット取付部２３の前面部にセットする。なお
、スタートスイッチ３３は、前パネル部材１２０をセットする前に、操作ユニット取付部
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２３の前面部左側に取り付けられる。次に、ストップスイッチユニット３００を、操作ユ
ニット取付部２３のストップスイッチ取付部２３ｄに取り付ける。このとき、ストップス
イッチユニット３００は、前パネル部材１２０のストップスイッチ挿通穴１２２に挿通さ
れ、前パネル部材１２０におけるストップスイッチ挿通穴１２２の縁部を覆って固定する
ように、ネジ等の固定手段（図示せず）を用いてストップスイッチ取付部２３ｄに取り付
け固定される。
【００３０】
　次に、左上部サイドランプ４００を左サイドランプ取付部２７の前面側に取り付け、右
上部サイドランプ４１０を右サイドランプ取付部２８の前面側に取り付ける。このとき、
図７に示すように、左上部サイドランプ４００のパネル固定部４０２が前パネル部材１２
０の左上端部に当接し、前パネル部材１２０の左上端部が上方へ動かないように固定され
る。また、右上部サイドランプ４１０のパネル固定部４４２（図１８を参照）が前パネル
部材１２０の右上端部に当接し、前パネル部材１２０の右上端部が上方へ動かないように
固定される。
【００３１】
　次に、上部マスクユニット５００を上部マスク取付部２４の前面側に取り付ける。この
とき、左上部サイドランプ４００および右上部サイドランプ４１０の上端部が、上部マス
クユニット５００の下部に前面側から覆われて固定される。
【００３２】
　次に、左固定部材１６０を左固定部材取付部２５の前面側に取り付け、右固定部材１７
０を右固定部材取付部２６の前面側に取り付ける。このとき、図４に示すように、左固定
部材１６０の左パネル固定部１６１は、前パネル部材１２０の左端部を前面側から覆って
固定する。また、左固定部材１６０の左サイドランプ固定部１６２は、左上部サイドラン
プ４００の下端部（図７における下カバー部４０９ｂ）および左下部サイドランプ４５０
の上端部（図７における上カバー部４５９ａ）を前面側から覆って固定する。一方、右固
定部材１７０の右パネル固定部１７１は、前パネル部材１２０の右端部を前面側から覆っ
て固定する。また、右固定部材１７０の右サイドランプ固定部１７２は、右上部サイドラ
ンプ４１０の下端部（図１８における下カバー部４３９ｂ）および右下部サイドランプ４
６０の上端部（図示せず）を前面側から覆って固定する。
【００３３】
　このようにして、ネジ等の固定手段を直接用いることなく、上パネル部材１１０が操作
ユニット取付部２３の上面部に取り付け固定されるとともに、前パネル部材１２０の覆い
部１２４が上パネル部材１１０の前端部および左右端部を覆う状態で、前パネル部材１２
０が操作ユニット取付部２３の前面部に取り付け固定される。これにより、上パネル部材
１１０の前端部および左右端部が前パネル部材１２０の覆い部１２４に覆われるため、工
具等を用いて、操作ユニット取付部２３の上面部と上パネル部材１１０との間に隙間が形
成され、操作ユニット取付部２３のベットスイッチ取付部２３ａや演出スイッチ取付部２
３ｂ等からスロットマシンＳＭの内部に不正にアクセスされるのを防止することができる
。
【００３４】
　また、前パネル部材１２０の左右端部が左固定部材１６０および右固定部材１７０に覆
われて固定されるため、工具等を用いて、操作ユニット取付部２３の前面部と前パネル部
材１２０との間に隙間が形成され、操作ユニット取付部２３のストップスイッチ取付部２
３ｄ等からスロットマシンＳＭの内部に不正にアクセスされるのを防止することができる
。また、左上部サイドランプ４００の下端部が左固定部材１６０に覆われて固定されるた
め、工具等を用いて、左上部サイドランプ４００の下端部と左サイドランプ取付部２７と
の間に隙間が形成され、スロットマシンＳＭの内部に不正にアクセスされるのを防止する
ことができる。また、右上部サイドランプ４１０の下端部が右固定部材１７０に覆われて
固定されるため、工具等を用いて、右上部サイドランプ４１０の下端部と右サイドランプ
取付部２８との間に隙間が形成され、スロットマシンＳＭの内部に不正にアクセスされる
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のを防止することができる。同様に、左下部サイドランプ４５０および右下部サイドラン
プ４６０の上端部に隙間が形成され、スロットマシンＳＭの内部に不正にアクセスされる
のを防止することができる。
【００３５】
　また、左上部サイドランプ４００のパネル固定部４０２が前パネル部材１２０の左上端
部に当接し、前パネル部材１２０の左上端部が上方へ動かないように固定される。同様に
、右上部サイドランプ４１０のパネル固定部４４２が前パネル部材１２０の右上端部に当
接し、前パネル部材１２０の右上端部が上方へ動かないように固定される。これにより、
上パネル部材１１０および前パネル部材１２０を操作ユニット取付部２３から取り外すに
は、左固定部材１６０および右固定部材１７０だけでなく、上部マスクユニット５００と
、左上部サイドランプ４００および右上部サイドランプ４１０とを、この順に取り外す必
要がある。そのため、上パネル部材１１０および前パネル部材１２０を取り外すのが煩雑
であるため、上パネル部材１１０および前パネル部材１２０の不正な取り外しを防止する
ことができる。
【００３６】
　［ベットスイッチユニットの構成］
　次に、本実施形態に係るベットスイッチユニット２００について図９～図１４を参照し
て説明する。ベットスイッチユニット２００は、図９～図１１に示すように、第１操作部
材２０１と、第２操作部材２０４と、第３操作部材２０７と、ボタン収容部材２１１と、
ボタンカバー部材２３１と、センサユニット部２４０と、照光ユニット部２６０と、接点
ユニット部２８０とを有して構成される。
【００３７】
　第１操作部材２０１は、図１１に示すように、樹脂材料を用いて筒状に形成され、ボタ
ン収容部材２１１の第１ボタン収容部２１２に上下にスライド移動自在に収容される。第
１操作部材２０１の一端（上端）には、透光性を有する円板状のマックスベットボタン部
２０２が結合されており、遊技者によって外部からマックスベットボタン部２０２を押す
操作が行われる。第１操作部材２０１の他端（下端）には、板状の検出片部２０３が第１
操作部材２０１の他端側（下側）に突出して形成されており、マックスベットボタン部２
０２を押す操作が行われたときに、この検出片部２０３がセンサユニット部２４０によっ
て検出されるようになっている。また、第１操作部材２０１の他端側外周部には、第１操
作部材２０１がボタン収容部材２１１から抜け出すのを防止する爪状の抜け止め部２０１
ａが形成されている。
【００３８】
　第２操作部材２０４は、図１１に示すように、樹脂材料を用いて傘状に形成され、ボタ
ン収容部材２１１の第２ボタン収容部２１５に上下にスライド移動自在に収容される。第
２操作部材２０４の一端（上端）には、平板状のシングルベットボタン部２０５が形成さ
れており、遊技者によって外部からシングルベットボタン部２０５を押す操作が行われる
。第２操作部材２０４の他端側（下側）には、棒状の当接部２０６が形成されており、シ
ングルベットボタン部２０５を押す操作が行われたときに、この当接部２０６が接点ユニ
ット部２８０の第１接触子２８７に当接するようになっている。また、第２操作部材２０
４の他端側外周部には、第２操作部材２０４がボタン収容部材２１１から抜け出すのを防
止するフランジ状の抜け止め部２０４ａが形成されている。
【００３９】
　第３操作部材２０７は、図１１に示すように、樹脂材料を用いて傘状に形成され、ボタ
ン収容部材２１１の第３ボタン収容部２１７に上下にスライド移動自在に収容される。第
３操作部材２０７の一端（上端）には、平板状の精算ボタン部２０８が形成されており、
遊技者によって外部から精算ボタン部２０８を押す操作が行われる。第３操作部材２０７
の他端側（下側）には、棒状の当接部２０９が形成されており、精算ボタン部２０８を押
す操作が行われたときに、この当接部２０９が接点ユニット部２８０の第２接触子２８８
に当接するようになっている。また、第３操作部材２０７の他端側外周部には、第３操作
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部材２０７がボタン収容部材２１１から抜け出すのを防止するフランジ状の抜け止め部２
０７ａが形成されている。
【００４０】
　ボタン収容部材２１１は、図１１に示すように、樹脂材料を用いて箱状に形成される。
ボタン収容部材２１１には、第１ボタン収容部２１２と、第２ボタン収容部２１５と、第
３ボタン収容部２１７とが三角形状に並んで形成される。言い換えると、第１ボタン収容
部２１２がボタン収容部材２１１の右側に形成され、第２ボタン収容部２１５および第３
ボタン収容部２１７がボタン収容部材２１１の左側に前後に並んで形成される。
【００４１】
　第１ボタン収容部２１２の一端側（上側）の内部に、第１操作部材２０１が収容され、
第１ボタン収容部２１２の一端（上端）に開口形成された第１ボタン露出部２１３を介し
て、マックスベットボタン部２０２が外部に露出するようになっている（図９を参照）。
第１ボタン収容部２１２は、第１ボタン露出部２１３においてマックスベットボタン部２
０２を外部に露出させた状態で、マックスベットボタン部２０２が押された操作状態の操
作位置と、マックスベットボタン部２０２が非操作状態の非操作位置とに、第１操作部材
２０１を上下にスライド移動可能に収容保持する。なお、第１操作部材２０１が操作位置
に位置すると、マックスベットボタン部２０２の外周部が第１ボタン収容部２１２の内側
の段差部に当接し、第１操作部材２０１が非操作位置に位置すると、第１操作部材２０１
の抜け止め部２０１ａが第１ボタン収容部２１２の内側の段差部に当接するようになって
いる。
【００４２】
　第１ボタン収容部２１２の一端側（上側）の内部には、第１操作部材２０１とともに第
１付勢バネ２２１が収容される。第１付勢バネ２２１は、圧縮コイルバネを用いて構成さ
れ、第１操作部材２０１が非操作位置に位置するように付勢力を加える。第１ボタン収容
部２１２の他端（下端）には開口部２１４が形成され、ボタンカバー部材２３１の第１カ
バー部２３２がこの開口部２１４を覆うようになっている。第１ボタン収容部２１２の他
端側（下側）の内部には、ボタンカバー部材２３１の第１カバー部２３２に取り付けられ
たセンサユニット部２４０および照光ユニット部２６０が収容される。なお、第１ボタン
収容部２１２の外側部には、ボタンカバー部材２３１の係止穴部２３７に係止可能な係止
爪部２１９が形成される。
【００４３】
　第２ボタン収容部２１５の内部に、第２操作部材２０４が収容され、第２ボタン収容部
２１５の一端（上端）に開口形成された第２ボタン露出部２１６を介して、シングルベッ
トボタン部２０５が外部に露出するようになっている（図９を参照）。第２ボタン収容部
２１５は、第２ボタン露出部２１６においてシングルベットボタン部２０５を外部に露出
させた状態で、シングルベットボタン部２０５が押された操作状態の操作位置と、シング
ルベットボタン部２０５が非操作状態の非操作位置とに、第２操作部材２０４を上下にス
ライド移動可能に収容保持する。なお、第２操作部材２０４が操作位置に位置すると、第
２操作部材２０４の当接部２０６が接点ユニット部２８０の第１接触子２８７に当接し、
第２操作部材２０４が非操作位置に位置すると、第２操作部材２０４の抜け止め部２０４
ａが第２ボタン収容部２１５の内側の段差部に当接するようになっている。
【００４４】
　第２ボタン収容部２１５の内部には、第２操作部材２０４とともに第２付勢バネ２２４
が収容される。第２付勢バネ２２４は、圧縮コイルバネを用いて構成され、第２操作部材
２０４が非操作位置に位置するように付勢力を加える。
【００４５】
　第３ボタン収容部２１７の内部に、第３操作部材２０７が収容され、第３ボタン収容部
２１７の一端（上端）に開口形成された第３ボタン露出部２１８を介して、精算ボタン部
２０８が外部に露出するようになっている（図９を参照）。第３ボタン収容部２１７は、
第３ボタン露出部２１８において精算ボタン部２０８を外部に露出させた状態で、精算ボ
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タン部２０８が押された操作状態の操作位置と、精算ボタン部２０８が非操作状態の非操
作位置とに、第３操作部材２０７を上下にスライド移動可能に収容保持する。なお、第３
操作部材２０７が操作位置に位置すると、第３操作部材２０７の当接部２０９が接点ユニ
ット部２８０の第２接触子２８８に当接し、第３操作部材２０７が非操作位置に位置する
と、第３操作部材２０７の抜け止め部２０７ａが第３ボタン収容部２１７の内側の段差部
に当接するようになっている。
【００４６】
　第３ボタン収容部２１７の内部には、第３操作部材２０７とともに第３付勢バネ２２７
が収容される。第３付勢バネ２２７は、圧縮コイルバネを用いて構成され、第３操作部材
２０７が非操作位置に位置するように付勢力を加える。第２ボタン収容部２１５および第
３ボタン収容部２１７の他端（下端）には開口部（図示せず）が形成され、補助カバー部
材２３０がこの開口部を覆うようになっている。補助カバー部材２３０は、接点ユニット
部２８０の外周形状に合わせた枠部を有する板状に形成され、第１カバー固定ネジ２９９
ａを用いてボタン収容部材２１１の他端側（下側）に取り付け固定される。図１０に示す
ように、補助カバー部材２３０の下側には、接点ユニット部２８０が第２ボタン収容部２
１５および第３ボタン収容部２１７の開口部と重なるように取り付けられる。接点ユニッ
ト部２８０の底部（後述の第２スイッチ基板収容部材２９６）は、ボタンカバー部材２３
１の第２カバー部２３８に覆われて固定されるようになっている。
【００４７】
　ボタンカバー部材２３１は、図１０および図１１に示すように、樹脂材料を用いて図示
する形状に形成され、ボタン収容部材２１１（第１ボタン収容部２１２）の開口部２１４
を覆う第１カバー部２３２と、接点ユニット部２８０の底部を覆う第２カバー部２３８と
を有している。第１カバー部２３２の側部には、センサユニット部２４０の係合突起部２
５２が係合可能な穴状のユニット係合部２３３が形成される。第１カバー部２３２の底部
には、センサユニット部２４０のセンサ用コネクタ２４４を露出させるセンサコネクタ露
出穴２３４と、照光ユニット部２６０のランプ用コネクタ２６３を露出させるランプコネ
クタ露出穴２３５とが形成される。第１カバー部２３２の一端側（上側）には、ネジ穴を
有するユニット固定ボス２３６が形成される。ユニット係合部２３３にセンサユニット部
２４０の係合突起部２５２が係合した状態で、第３カバー固定ネジ２９９ｃがセンサユニ
ット部２４０と連結された照光ユニット部２６０のネジ挿通穴２７４に挿通されてユニッ
ト固定ボス２３６のネジ穴と螺合する。これにより、センサユニット部２４０および照光
ユニット部２６０が第１カバー部２３２の内側に取り付け固定される。第１カバー部２３
２の外側部には、ボタン収容部材２１１の係止爪部２１９が係止可能な係止穴部２３７が
形成される。
【００４８】
　第２カバー部２３８の底部には、第２カバー固定ネジ２９９ｂが挿通されるカバー固定
穴２３９が形成される。第１カバー部２３２の係止穴部２３７にボタン収容部材２１１の
係止爪部２１９を係止させた状態で、第２カバー固定ネジ２９９ｂをカバー固定穴２３９
に挿通させて補助カバー部材２３０にネジ固定することにより、ボタンカバー部材２３１
が補助カバー部材２３０を介してボタン収容部材２１１の他端側（下側）に取り付け固定
される（図１０を参照）。
【００４９】
　センサユニット部２４０および照光ユニット部２６０は、互いに略平行な向きで連結さ
れ、ボタンカバー部材２３１の第１カバー部２３２に取り付けられた状態で、ボタン収容
部材２１１の第１ボタン収容部２１２に収容される。センサユニット部２４０は、マック
スベットボタン部２０２が下方に押されて操作位置に移動した第１操作部材２０１の検出
片部２０３を検出し、第１操作部材２０１のマックスベットボタン部２０２に対する操作
検出信号を主制御装置１５へ出力する。すなわち、センサユニット部２４０は、後述の中
継基板７１０（図３７を参照）を介して主制御装置１５と電気的に接続される。一方、照
光ユニット部２６０は、演出制御ユニット５０６から送信されたランプ制御信号に応じて
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、第１ボタン収容部２１２の内部からマックスベットボタン部２０２を透過する光を発光
する。すなわち、照光ユニット部２６０は、演出制御ユニット５０６を介して副制御装置
５０と電気的に接続される。なお、第１ボタン収容部２１２の内部において、照光ユニッ
ト部２６０がセンサユニット部２４０の後側に重なるように配置される。
【００５０】
　センサユニット部２４０は、図１２～図１４に示すように、センサ基板２４１と、第１
センサ基板保持部材２４６と、第２センサ基板保持部材２５６とを有して構成される。セ
ンサ基板２４１は、プリント基板の一方の実装面に配設されたフォトセンサを構成する発
光素子２４２および受光素子２４３と、プリント基板の他方の実装面に配設されたセンサ
用コネクタ２４４とを有して構成される。発光素子２４２および受光素子２４３は互いに
対向するように配置され、発光素子２４２から射出された検出光を受光素子２４３で受光
可能に構成される。センサ用コネクタ２４４は、中継基板７１０を介して主制御装置１５
と繋がるベットスイッチケーブル８５３（図３７を参照）の主制御用コネクタ（図示せず
）と嵌合接続されるようになっている。センサ基板２４１は、発光素子２４２から射出さ
れた検出光が第１操作部材２０１の検出片部２０３に遮られて受光素子２４３が非受光状
態になると、第１操作部材２０１のマックスベットボタン部２０２に対する操作検出信号
を主制御装置１５へ出力する。
【００５１】
　第１センサ基板保持部材２４６は、樹脂材料を用いて、センサ基板２４１の発光素子２
４２および受光素子２４３を覆う箱状に形成される。第１センサ基板保持部材２４６の一
端側（ベットスイッチユニット２００における上側）には、センサ基板２４１の発光素子
２４２を覆う発光素子収容部２４７と、センサ基板２４１の受光素子２４３を覆う受光素
子収容部２４８とが、所定間隔（第１操作部材２０１の検出片部２０３が進入可能な間隔
）だけ離れて形成される。発光素子収容部２４７と受光素子収容部２４８との間には、発
光素子２４２の検出光を通過させる穴部とともに、第１操作部材２０１の検出片部２０３
が進入可能な検出溝部２４９が形成される。第１センサ基板保持部材２４６の他端側（ベ
ットスイッチユニット２００における下側）には、先端部が第２センサ基板保持部材２５
６の係合穴部２５６ａに係合可能な係合ピン２４６ａが形成される。第１センサ基板保持
部材２４６の側部には、第２センサ基板保持部材２５６の係止穴部２５８に係止可能な係
止突起部２５０が形成される。第１センサ基板保持部材２４６の外側には、照光ユニット
部２６０の連結突起部２７５と嵌合可能な連結溝部２５１が形成される。第１センサ基板
保持部材２４６の外側における連結溝部２５１と反対側の部分には、ボタンカバー部材２
３１のユニット係合部２３３に係合可能な係合突起部２５２が形成される。
【００５２】
　第２センサ基板保持部材２５６は、樹脂材料を用いて、センサ基板２４１の他方の実装
面を覆う板状に形成される。第２センサ基板保持部材２５６の底部には、第１センサ基板
保持部材２４６の係合ピン２４６ａの先端部が係合可能な係合穴部２５６ａが形成される
。第２センサ基板保持部材２５６の中央部には、センサ基板２４１のセンサ用コネクタ２
４４が挿通されるセンサコネクタ挿通穴２５７が形成される。第２センサ基板保持部材２
５６の側部には、第１センサ基板保持部材２４６の係止突起部２５０が係止可能な係止穴
部２５８が形成される。
【００５３】
　第１センサ基板保持部材２４６の係止突起部２５０が第２センサ基板保持部材２５６の
係止穴部２５８に係止し、第１センサ基板保持部材２４６の係合ピン２４６ａの先端部が
第２センサ基板保持部材２５６の係合穴部２５６ａに係合した状態で、第１センサ基板保
持部材２４６と第２センサ基板保持部材２５６とが結合する。この状態で、センサ基板２
４１に切欠き形成された係合部２４１ａが第１センサ基板保持部材２４６の係合ピン２４
６ａの側部に係合し、センサ基板２４１が第１センサ基板保持部材２４６および第２セン
サ基板保持部材２５６の内側で保持される。
【００５４】
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　照光ユニット部２６０は、図１２～図１４に示すように、照光ランプ基板２６１と、拡
散シート２６６と、第１ランプ基板保持部材２７１と、第２ランプ基板保持部材２７６と
を有して構成される。照光ランプ基板２６１は、プリント基板の一方の実装面に配設され
た照光ＬＥＤランプ２６２と、プリント基板の他方の実装面に配設されたランプ用コネク
タ２６３とを有して構成される。照光ＬＥＤランプ２６２は、第１ボタン収容部２１２の
内部からマックスベットボタン部２０２を透過する光を発光可能に構成される。ランプ用
コネクタ２６３は、演出制御ユニット５０６と繋がる照光ランプケーブル（図示せず）の
副制御用コネクタ（図示せず）と嵌合接続されるようになっている。照光ランプ基板２６
１は、演出制御ユニット５０６から送信されたランプ制御信号に応じて、照光ＬＥＤラン
プ２６２の発光制御を行う。
【００５５】
　第１ランプ基板保持部材２７１は、樹脂材料を用いて、照光ランプ基板２６１の照光Ｌ
ＥＤランプ２６２を覆う箱状に形成される。第１ランプ基板保持部材２７１の一端側（ベ
ットスイッチユニット２００における上側）には、照光ＬＥＤランプ２６２から発光した
光を通過させる発光穴部２７２が形成される。拡散シート２６６は、発光穴部２７２を塞
ぐように第１ランプ基板保持部材２７１の内側に取り付けられ、照光ＬＥＤランプ２６２
から発光した光を拡散させるようになっている。第１ランプ基板保持部材２７１の他端側
（ベットスイッチユニット２００における下側）には、先端部が第２ランプ基板保持部材
２７６の係合穴部２７６ａに係合可能な係合ピン２７１ａが形成される。第１ランプ基板
保持部材２７１の側部には、第２ランプ基板保持部材２７６の係止穴部２７８に係止可能
な係止突起部２７３が形成される。第１ランプ基板保持部材２７１の外側縁部近傍には、
第３カバー固定ネジ２９９ｃが挿通されるネジ挿通穴２７４が形成される。
【００５６】
　第１ランプ基板保持部材２７１の他端には、センサユニット部２４０（第１センサ基板
保持部材２４６）の連結溝部２５１と嵌合可能な連結突起部２７５が他端側（ベットスイ
ッチユニット２００における下側）に突出して形成される。第１センサ基板保持部材２４
６の連結溝部２５１と第１ランプ基板保持部材２７１の連結突起部２７５とは、互いに嵌
合した状態で、センサ用コネクタ２４４およびランプ用コネクタ２６３が主制御用コネク
タおよび副制御用コネクタ（図示せず）との嵌合方向にずれた状態（例えば、センサ用コ
ネクタ２４４またはランプ用コネクタ２６３の１つ分程度の長さだけずれた状態）で略平
行に並ぶように、第１センサ基板保持部材２４６と第１ランプ基板保持部材２７１とを連
結させる。
【００５７】
　第２ランプ基板保持部材２７６は、樹脂材料を用いて、照光ランプ基板２６１の他方の
実装面を覆う板状に形成される。第２ランプ基板保持部材２７６の底部には、第１ランプ
基板保持部材２７１の係合ピン２７１ａの先端部が係合可能な係合穴部２７６ａが形成さ
れる。第２ランプ基板保持部材２７６の中央部には、照光ランプ基板２６１のランプ用コ
ネクタ２６３が挿通されるランプコネクタ挿通穴２７７が形成される。第２ランプ基板保
持部材２７６の側部には、第１ランプ基板保持部材２７１の係止突起部２７３が係止可能
な係止穴部２７８が形成される。
【００５８】
　第１ランプ基板保持部材２７１の係止突起部２７３が第２ランプ基板保持部材２７６の
係止穴部２７８に係止し、第１ランプ基板保持部材２７１の係合ピン２７１ａの先端部が
第２ランプ基板保持部材２７６の係合穴部２７６ａに係合した状態で、第１ランプ基板保
持部材２７１と第２ランプ基板保持部材２７６とが結合する。この状態で、照光ランプ基
板２６１に切欠き形成された係合部２６１ａが第１ランプ基板保持部材２７１の係合ピン
２７１ａの側部に係合し、照光ランプ基板２６１が第１ランプ基板保持部材２７１および
第２ランプ基板保持部材２７６の内側で保持される。
【００５９】
　接点ユニット部２８０は、図１１に示すように、スイッチ基板２８１と、スイッチ部材
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２８６と、第１スイッチ基板収容部材２９１と、第２スイッチ基板収容部材２９６とを有
して構成される。スイッチ基板２８１は、スイッチ部材２８６とともに第１スイッチ基板
収容部材２９１および第２スイッチ基板収容部材２９６の内部に収容される。スイッチ基
板２８１の上面側には所定のスイッチ回路が設けられ、スイッチ基板２８１の下面側には
主制御装置１５と電気的に接続されるスイッチ用コネクタ２８２が配設される。なお、ス
イッチ基板２８１の中央部に、第２カバー固定ネジ２９９ｂが挿通されるネジ挿通穴２８
３が形成される。
【００６０】
　スイッチ部材２８６は、弾性変形可能な材料を用いて、第１接触子２８７および第２接
触子２８８を有する板状に形成される。スイッチ部材２８６は、スイッチ基板２８１の上
面側に配置されて第１スイッチ基板収容部材２９１および第２スイッチ基板収容部材２９
６の内部に収容される。シングルベットボタン部２０５が下方に押されて第２操作部材２
０４の当接部２０６が第１接触子２８７に当接すると、第１接触子２８７が弾性変形して
スイッチ基板２８１のスイッチ回路に当接する。スイッチ基板２８１は、第１接触子２８
７がスイッチ回路に当接すると、第２操作部材２０４のシングルベットボタン部２０５に
対する操作検出信号を主制御装置１５へ出力する。精算ボタン部２０８が下方に押されて
第３操作部材２０７の当接部２０９が第２接触子２８８に当接すると、第２接触子２８８
が弾性変形してスイッチ基板２８１のスイッチ回路に当接する。スイッチ基板２８１は、
第２接触子２８８がスイッチ回路に当接すると、第３操作部材２０７の精算ボタン部２０
８に対する操作検出信号を主制御装置１５へ出力する。なお、スイッチ部材２８６の中央
部に、第２カバー固定ネジ２９９ｂが挿通されるネジ挿通穴２８９が形成される。
【００６１】
　第１スイッチ基板収容部材２９１は、樹脂材料を用いて、下方に開口部を有してスイッ
チ基板２８１およびスイッチ部材２８６の上方を覆う箱状に形成される。第１スイッチ基
板収容部材２９１の天井部には、第２操作部材２０４の当接部２０６が挿通されるベット
ボタン用挿通穴２９２と、第３操作部材２０７の当接部２０９が挿通される精算ボタン用
挿通穴２９３と、第２カバー固定ネジ２９９ｂが挿通されるネジ挿通穴２９４とが形成さ
れる。
【００６２】
　第２スイッチ基板収容部材２９６は、樹脂材料を用いて、スイッチ基板２８１の下面側
を覆う板状に形成され、第１スイッチ基板収容部材２９１の下部に結合される。第１スイ
ッチ基板収容部材２９１には、スイッチ基板２８１のスイッチ用コネクタ２８２が挿通さ
れるコネクタ挿通穴２９７と、第２カバー固定ネジ２９９ｂが挿通されるネジ挿通穴２９
８とが形成される。
【００６３】
　以上のように構成されるベットスイッチユニット２００を組み立てるには、まず、セン
サユニット部２４０、照光ユニット部２６０、および接点ユニット部２８０をそれぞれ組
み立てる。センサユニット部２４０を組み立てる際、センサ基板２４１を内側に収容する
ようにして第１センサ基板保持部材２４６と第２センサ基板保持部材２５６とを結合させ
る。照光ユニット部２６０を組み立てる際、照光ランプ基板２６１および拡散シート２６
６を内側に収容するようにして第１ランプ基板保持部材２７１と第２ランプ基板保持部材
２７６とを結合させる。接点ユニット部２８０を組み立てる際、スイッチ基板２８１およ
びスイッチ部材２８６を内部に収容するようにして第１スイッチ基板収容部材２９１と第
２スイッチ基板収容部材２９６とを結合させる。
【００６４】
　次に、第１操作部材２０１、第２操作部材２０４、および第３操作部材２０７を、ボタ
ン収容部材２１１の第１ボタン収容部２１２、第２ボタン収容部２１５、および第３ボタ
ン収容部２１７に収容する。第１操作部材２０１を第１ボタン収容部２１２に収容する際
、第１操作部材２０１および第１付勢バネ２２１を第１ボタン露出部２１３の方から第１
ボタン収容部２１２内に挿入し、第１操作部材２０１の抜け止め部２０１ａを第１ボタン
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収容部２１２の内側の段差部に摺接させて弾性変形させ、当該段差部の裏側に係止させる
ようにする。
【００６５】
　第２操作部材２０４を第２ボタン収容部２１５に収容する際、第２操作部材２０４およ
び第２付勢バネ２２４を第２ボタン露出部２１６と反対側の開口部（図示せず）の方から
第２ボタン収容部２１５内に挿入する。第３操作部材２０７を第３ボタン収容部２１７に
収容する際、第３操作部材２０７および第３付勢バネ２２７を第３ボタン露出部２１８と
反対側の開口部（図示せず）の方から第３ボタン収容部２１７内に挿入する。そして、第
１カバー固定ネジ２９９ａを用いて、第２ボタン収容部２１５および第３ボタン収容部２
１７の開口部を覆うように、補助カバー部材２３０をボタン収容部材２１１の他端側（下
側）に取り付け固定する。
【００６６】
　次に、センサユニット部２４０および照光ユニット部２６０をボタンカバー部材２３１
の第１カバー部２３２に取り付ける。このときまず、センサユニット部２４０の連結溝部
２５１と照光ユニット部２６０の連結突起部２７５とを嵌合させ、センサユニット部２４
０の第１センサ基板保持部材２４６と照光ユニット部２６０の第１ランプ基板保持部材２
７１とを連結させる。このように、センサユニット部２４０と照光ユニット部２６０とを
連結した状態で、センサユニット部２４０の係合突起部２５２をボタンカバー部材２３１
のユニット係合部２３３に係合させ、第３カバー固定ネジ２９９ｃを照光ユニット部２６
０のネジ挿通穴２７４に挿通させてボタンカバー部材２３１のユニット固定ボス２３６に
ネジ固定する。これにより、センサユニット部２４０および照光ユニット部２６０が第１
カバー部２３２の内側に取り付け固定される。
【００６７】
　次に、ボタンカバー部材２３１をボタン収容部材２１１の他端側（下側）に取り付ける
。このときまず、第１カバー部２３２に取り付けられたセンサユニット部２４０および照
光ユニット部２６０を、ボタン収容部材２１１の開口部２１４から第１ボタン収容部２１
２の内部に挿入するとともに、補助カバー部材２３０にセットした接点ユニット部２８０
の底部に第２カバー部２３８を当接させる。次にこの状態で、第１カバー部２３２の係止
穴部２３７にボタン収容部材２１１の係止爪部２１９を係止させる。これにより、ボタン
カバー部材２３１がボタン収容部材２１１に対して仮固定される。そして、第２カバー固
定ネジ２９９ｂを、第２カバー部２３８のカバー固定穴２３９および接点ユニット部２８
０の各ネジ挿通穴に挿通させ、補助カバー部材２３０にネジ固定する。これにより、ボタ
ンカバー部材２３１が補助カバー部材２３０を介してボタン収容部材２１１の他端側（下
側）に取り付け固定され、ボタン収容部材２１１の開口部２１４が第１カバー部２３２に
覆われるとともに、接点ユニット部２８０の底部が第２カバー部２３８に覆われて固定さ
れる。
【００６８】
　このように、センサユニット部２４０（第１センサ基板保持部材２４６）および照光ユ
ニット部２６０（第１ランプ基板保持部材２７１）が、互いに連結された状態でボタンカ
バー部材２３１の第１カバー部２３２に取り付けられて、ボタン収容部材２１１の第１ボ
タン収容部２１２の内部に収容されるため、ベットスイッチユニット２００を容易に組み
立てることができる。組み立てたベットスイッチユニット２００は、前述したように、ネ
ジ等の固定手段（図示せず）を用いて操作ユニット取付部２３のベットスイッチ取付部２
３ａに取り付け固定される。このとき、センサユニット部２４０のセンサ用コネクタ２４
４に、ベットスイッチケーブル８５３の主制御用コネクタ（図示せず）が嵌合接続され、
照光ユニット部２６０のランプ用コネクタ２６３に、照光ランプケーブルの副制御用コネ
クタ（図示せず）が嵌合接続される。
【００６９】
　本実施形態においては、センサ用コネクタ２４４およびランプ用コネクタ２６３が主制
御用コネクタおよび副制御用コネクタ（図示せず）との嵌合方向にずれた状態で略平行に
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並ぶように、センサユニット部２４０（第１センサ基板保持部材２４６）と照光ユニット
部２６０（第１ランプ基板保持部材２７１）が連結されている。そのため、主制御用コネ
クタと副制御用コネクタとが位置整合して略平行に重なる状態になって、主制御用コネク
タおよび副制御用コネクタのうち一方を着脱する際に他方が邪魔になることがないことか
ら、センサ用コネクタ２４４とランプ用コネクタ２６３におけるコネクタの着脱を容易に
行うことができる。なお、第１ボタン収容部２１２の内部において、照光ユニット部２６
０のランプ用コネクタ２６３がセンサユニット部２４０の後側に重なるように配置される
。これにより、前面扉２０の受け皿３５のメダル払出口から見て遠い方にランプ用コネク
タ２６３が配置されるため、スロットマシンＳＭの外部からランプ用コネクタ２６３への
不正なアクセスが難しくなる。
【００７０】
　［ストップスイッチユニットの構成］
　次に、本実施形態に係るストップスイッチユニット３００について図１５～図１７を参
照して説明する。ストップスイッチユニット３００は、図１５～図１６に示すように、３
つの操作部材３１０ａ～３１０ｃと、３つの摺動部材３２０ａ～３２０ｃと、第１ボタン
収容部材３３０と、第２ボタン収容部材３４０と、内カバー部材３５０と、外カバー部材
３６０と、３つのセンサユニット部３７０ａ～３７０ｃと、３つの照光ユニット部３８０
ａ～３８０ｃとを有して構成される。
【００７１】
　左側操作部材３１０ａは、図１６に示すように、樹脂材料を用いて短筒状に形成され、
第１ボタン収容部材３３０の左側第１ボタン収容部３３１ａにスライド移動自在に収容さ
れる。左側操作部材３１０ａの一端（前端）には、透光性を有する円板状の左側ストップ
ボタン部３１１ａが結合されており、遊技者によって外部から左側ストップボタン部３１
１ａを押す操作が行われる。左側操作部材３１０ａの外周部には、左側摺動部材３２０ａ
に当接するフランジ部３１２ａが形成されている。
【００７２】
　中央操作部材３１０ｂは、樹脂材料を用いて短筒状に形成され、第１ボタン収容部材３
３０の中央第１ボタン収容部３３１ｂにスライド移動自在に収容される。中央操作部材３
１０ｂの一端（前端）には、透光性を有する円板状の中央ストップボタン部３１１ｂが結
合されており、遊技者によって外部から中央ストップボタン部３１１ｂを押す操作が行わ
れる。中央操作部材３１０ｂの外周部には、中央摺動部材３２０ｂに当接するフランジ部
３１２ｂが形成されている。
【００７３】
　右側操作部材３１０ｃは、樹脂材料を用いて短筒状に形成され、第１ボタン収容部材３
３０の右側第１ボタン収容部３３１ｃにスライド移動自在に収容される。右側操作部材３
１０ｃの一端（前端）には、透光性を有する円板状の右側ストップボタン部３１１ｃが結
合されており、遊技者によって外部から右側ストップボタン部３１１ｃを押す操作が行わ
れる。右側操作部材３１０ｃの外周部には、右側摺動部材３２０ｃに当接するフランジ部
３１２ｃが形成されている。
【００７４】
　左側摺動部材３２０ａは、図１６に示すように、樹脂材料を用いて短筒状に形成され、
第２ボタン収容部材３４０の左側第２ボタン収容部３４１ａにスライド移動自在に収容さ
れる。左側摺動部材３２０ａの一端（前端）は、左側操作部材３１０ａのフランジ部３１
２ａが当接可能な開口を有する板状に形成され、左側第１ボタン収容部３３１ａおよび左
側第２ボタン収容部３４１ａの内部において、左側操作部材３１０ａと左側摺動部材３２
０ａとが一体的に前後にスライド移動可能に構成される。左側摺動部材３２０ａの内周部
には、三角形板状の検出片部３２２ａが内側に突出して形成されており、左側操作部材３
１０ａの左側ストップボタン部３１１ａを押す操作が行われたときに、左側操作部材３１
０ａおよび左側摺動部材３２０ａが一体的に他端側（後側）へ移動し、この検出片部３２
２ａが左側センサユニット部３７０ａによって検出されるようになっている。また、左側
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摺動部材３２０ａの他端側外周部には、左側摺動部材３２０ａが第２ボタン収容部材３４
０から抜け出すのを防止する爪状の抜け止め部３２１ａが形成されている。
【００７５】
　中央摺動部材３２０ｂは、樹脂材料を用いて短筒状に形成され、第２ボタン収容部材３
４０の中央第２ボタン収容部３４１ｂにスライド移動自在に収容される。中央摺動部材３
２０ｂの一端（前端）は、中央操作部材３１０ｂのフランジ部３１２ｂが当接可能な開口
を有する板状に形成され、中央第１ボタン収容部３３１ｂおよび中央第２ボタン収容部３
４１ｂの内部において、中央操作部材３１０ｂと中央摺動部材３２０ｂとが一体的に前後
にスライド移動可能に構成される。中央摺動部材３２０ｂの内周部には、三角形板状の検
出片部３２２ｂが内側に突出して形成されており、中央操作部材３１０ｂの中央ストップ
ボタン部３１１ｂを押す操作が行われたときに、中央操作部材３１０ｂおよび中央摺動部
材３２０ｂが一体的に他端側（後側）へ移動し、この検出片部３２２ｂが中央センサユニ
ット部３７０ｂによって検出されるようになっている。また、中央摺動部材３２０ｂの他
端側外周部には、中央摺動部材３２０ｂが第２ボタン収容部材３４０から抜け出すのを防
止する爪状の抜け止め部３２１ｂが形成されている。
【００７６】
　右側摺動部材３２０ｃは、樹脂材料を用いて短筒状に形成され、第２ボタン収容部材３
４０の右側第２ボタン収容部３４１ｃにスライド移動自在に収容される。右側摺動部材３
２０ｃの一端（前端）は、右側操作部材３１０ｃのフランジ部３１２ｃが当接可能な開口
を有する板状に形成され、右側第１ボタン収容部３３１ｃおよび右側第２ボタン収容部３
４１ｃの内部において、右側操作部材３１０ｃと右側摺動部材３２０ｃとが一体的に前後
にスライド移動可能に構成される。右側摺動部材３２０ｃの内周部には、三角形板状の検
出片部３２２ｃが内側に突出して形成されており、右側操作部材３１０ｃの右側ストップ
ボタン部３１１ｃを押す操作が行われたときに、右側操作部材３１０ｃおよび右側摺動部
材３２０ｃが一体的に他端側（後側）へ移動し、この検出片部３２２ｃが右側センサユニ
ット部３７０ｃによって検出されるようになっている。また、右側摺動部材３２０ｃの他
端側外周部には、右側摺動部材３２０ｃが第２ボタン収容部材３４０から抜け出すのを防
止する爪状の抜け止め部３２１ｃが形成されている。
【００７７】
　第１ボタン収容部材３３０は、図１６に示すように、樹脂材料を用いて板状に形成され
る。第１ボタン収容部材３３０には、左側から順に、左側第１ボタン収容部３３１ａと、
中央第１ボタン収容部３３１ｂと、右側第１ボタン収容部３３１ｃとが左右に並んで開口
形成される。左側第１ボタン収容部３３１ａの内部に、左側操作部材３１０ａが収容され
、左側第１ボタン収容部３３１ａの一端（前端）に開口形成された左側ボタン露出部３３
２ａを介して、左側ストップボタン部３１１ａが外部に露出するようになっている（図１
５を参照）。左側第１ボタン収容部３３１ａは、左側ボタン露出部３３２ａにおいて左側
ストップボタン部３１１ａを外部に露出させた状態で、左側ストップボタン部３１１ａが
押された操作状態の操作位置と、左側ストップボタン部３１１ａが非操作状態の非操作位
置とに、左側操作部材３１０ａを前後にスライド移動可能に収容保持する。なお、左側操
作部材３１０ａが操作位置に位置すると、左側ストップボタン部３１１ａの外周部が左側
第１ボタン収容部３３１ａの他端（後端）に形成された爪部に当接し、左側操作部材３１
０ａが非操作位置に位置すると、左側操作部材３１０ａのフランジ部３１２ａが左側ボタ
ン露出部３３２ａの内側の段差部に当接するようになっている。
【００７８】
　中央第１ボタン収容部３３１ｂの内部に、中央操作部材３１０ｂが収容され、中央第１
ボタン収容部３３１ｂの一端（前端）に開口形成された中央ボタン露出部３３２ｂを介し
て、中央ストップボタン部３１１ｂが外部に露出するようになっている（図１５を参照）
。中央第１ボタン収容部３３１ｂは、中央ボタン露出部３３２ｂにおいて中央ストップボ
タン部３１１ｂを外部に露出させた状態で、中央ストップボタン部３１１ｂが押された操
作状態の操作位置と、中央ストップボタン部３１１ｂが非操作状態の非操作位置とに、中
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央操作部材３１０ｂを前後にスライド移動可能に収容保持する。なお、中央操作部材３１
０ｂが操作位置に位置すると、中央ストップボタン部３１１ｂの外周部が中央第１ボタン
収容部３３１ｂの他端（後端）に形成された爪部に当接し、中央操作部材３１０ｂが非操
作位置に位置すると、中央操作部材３１０ｂのフランジ部３１２ｂが中央ボタン露出部３
３２ｂの内側の段差部に当接するようになっている。
【００７９】
　右側第１ボタン収容部３３１ｃの内部に、右側操作部材３１０ｃが収容され、右側第１
ボタン収容部３３１ｃの一端（前端）に開口形成された右側ボタン露出部３３２ｃを介し
て、右側ストップボタン部３１１ｃが外部に露出するようになっている（図１５を参照）
。右側第１ボタン収容部３３１ｃは、右側ボタン露出部３３２ｃにおいて右側ストップボ
タン部３１１ｃを外部に露出させた状態で、右側ストップボタン部３１１ｃが押された操
作状態の操作位置と、右側ストップボタン部３１１ｃが非操作状態の非操作位置とに、右
側操作部材３１０ｃを前後にスライド移動可能に収容保持する。なお、右側操作部材３１
０ｃが操作位置に位置すると、右側ストップボタン部３１１ｃの外周部が右側第１ボタン
収容部３３１ｃの他端（後端）に形成された爪部に当接し、右側操作部材３１０ｃが非操
作位置に位置すると、右側操作部材３１０ｃのフランジ部３１２ｃが右側ボタン露出部３
３２ｃの内側の段差部に当接するようになっている。また、第１ボタン収容部材３３０の
外周部には、前パネル部材１２０の前面に当接可能なフランジ状のパネル押さえ部３３３
が形成されている。
【００８０】
　第２ボタン収容部材３４０は、図１６に示すように、樹脂材料を用いて箱状に形成され
る。第２ボタン収容部材３４０には、左側から順に、左側第２ボタン収容部３４１ａと、
中央第２ボタン収容部３４１ｂと、右側第２ボタン収容部３４１ｃとが左右に並んで開口
形成される。左側第２ボタン収容部３４１ａは、左側摺動部材３２０ａを、前述の操作位
置と、非操作位置とに、左側操作部材３１０ａと一体的に前後にスライド移動可能に収容
保持する。なお、左側摺動部材３２０ａが操作位置に位置すると、左側摺動部材３２０ａ
の外周部が左側第２ボタン収容部３４１ａの内側の段差部に当接し、左側摺動部材３２０
ａが非操作位置に位置すると、左側摺動部材３２０ａの抜け止め部３２１ａが左側第２ボ
タン収容部３４１ａの内側の段差部に当接するようになっている。
【００８１】
　左側第２ボタン収容部３４１ａの一端側（前側）の内部には、左側摺動部材３２０ａと
ともに左側付勢バネ３２５ａが収容される。左側付勢バネ３２５ａは、圧縮コイルバネを
用いて構成され、左側摺動部材３２０ａおよび左側操作部材３１０ａが非操作位置に位置
するように付勢力を加える。左側第２ボタン収容部３４１ａの他端（後端）には左側開口
部３４２ａが形成され、内カバー部材３５０がこの左側開口部３４２ａを覆うようになっ
ている。左側第２ボタン収容部３４１ａの他端側（後側）の内部には、内カバー部材３５
０に取り付けられた左側センサユニット部３７０ａおよび左側照光ユニット部３８０ａが
収容される。
【００８２】
　中央第２ボタン収容部３４１ｂは、中央摺動部材３２０ｂを、前述の操作位置と、非操
作位置とに、中央操作部材３１０ｂと一体的に前後にスライド移動可能に収容保持する。
なお、中央摺動部材３２０ｂが操作位置に位置すると、中央摺動部材３２０ｂの外周部が
中央第２ボタン収容部３４１ｂの内側の段差部に当接し、中央摺動部材３２０ｂが非操作
位置に位置すると、中央摺動部材３２０ｂの抜け止め部３２１ｂが中央第２ボタン収容部
３４１ｂの内側の段差部に当接するようになっている。
【００８３】
　中央第２ボタン収容部３４１ｂの一端側（前側）の内部には、中央摺動部材３２０ｂと
ともに中央付勢バネ３２５ｂが収容される。中央付勢バネ３２５ｂは、圧縮コイルバネを
用いて構成され、中央摺動部材３２０ｂおよび中央操作部材３１０ｂが非操作位置に位置
するように付勢力を加える。中央第２ボタン収容部３４１ｂの他端（後端）には中央開口
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部３４２ｂが形成され、内カバー部材３５０がこの中央開口部３４２ｂを覆うようになっ
ている。中央第２ボタン収容部３４１ｂの他端側（後側）の内部には、内カバー部材３５
０に取り付けられた中央センサユニット部３７０ｂおよび中央照光ユニット部３８０ｂが
収容される。
【００８４】
　右側第２ボタン収容部３４１ｃは、右側摺動部材３２０ｃを、前述の操作位置と、非操
作位置とに、右側操作部材３１０ｃと一体的に前後にスライド移動可能に収容保持する。
なお、右側摺動部材３２０ｃが操作位置に位置すると、右側摺動部材３２０ｃの外周部が
右側第２ボタン収容部３４１ｃの内側の段差部に当接し、右側摺動部材３２０ｃが非操作
位置に位置すると、右側摺動部材３２０ｃの抜け止め部３２１ｃが右側第２ボタン収容部
３４１ｃの内側の段差部に当接するようになっている。
【００８５】
　右側第２ボタン収容部３４１ｃの一端側（前側）の内部には、右側摺動部材３２０ｃと
ともに右側付勢バネ３２５ｃが収容される。右側付勢バネ３２５ｃは、圧縮コイルバネを
用いて構成され、右側摺動部材３２０ｃおよび右側操作部材３１０ｃが非操作位置に位置
するように付勢力を加える。右側第２ボタン収容部３４１ｃの他端（後端）には右側開口
部３４２ｃが形成され、内カバー部材３５０がこの右側開口部３４２ｃを覆うようになっ
ている。右側第２ボタン収容部３４１ｃの他端側（後側）の内部には、内カバー部材３５
０に取り付けられた右側センサユニット部３７０ｃおよび右側照光ユニット部３８０ｃが
収容される。
【００８６】
　なお、第２ボタン収容部材３４０の外側部には、内カバー部材３５０の係止穴部３５３
に係止可能な係止突起部３４３が形成される。また、第２ボタン収容部材３４０における
３つの第２ボタン収容部３４１ａ～３４１ｃの間には、カバー固定ネジ３９０が挿通され
るネジ挿通穴３４４が形成される。
【００８７】
　内カバー部材３５０は、図１６および図１７に示すように、樹脂材料を用いて板状に形
成され、第２ボタン収容部材３４０の他端側（後側）に取り付けられて、第２ボタン収容
部材３４０の３つの開口部３４２ａ～３４２ｃを覆うようになっている。内カバー部材３
５０の内側には、左側から順に、左側ユニット取付部３５１ａと、中央ユニット取付部３
５１ｂと、右側ユニット取付部３５１ｃとが、左右に並んで形成される。
【００８８】
　左側ユニット取付部３５１ａは、左側センサユニット部３７０ａおよび左側照光ユニッ
ト部３８０ａを取り付け可能に構成される。すなわち、左側ユニット取付部３５１ａには
、ベットスイッチユニット２００のボタンカバー部材２３１と同様に、左側センサユニッ
ト部３７０ａの係合突起部（図示せず）が係合可能な穴状のユニット係合部や、左側照光
ユニット部３８０ａのネジ挿通穴３８４ａに挿通される左側ユニット固定ネジ３９５ａが
螺合可能なユニット固定ボス等が形成されている。また、左側ユニット取付部３５１ａの
底部には、ベットスイッチユニット２００のボタンカバー部材２３１と同様に、左側セン
サユニット部３７０ａのセンサ用コネクタ（図示せず）および左側照光ユニット部３８０
ａのランプ用コネクタ（図示せず）を露出させる左側コネクタ露出穴３５２ａが形成され
る。
【００８９】
　中央ユニット取付部３５１ｂは、中央センサユニット部３７０ｂおよび中央照光ユニッ
ト部３８０ｂを取り付け可能に構成される。すなわち、中央ユニット取付部３５１ｂには
、ベットスイッチユニット２００のボタンカバー部材２３１と同様に、中央センサユニッ
ト部３７０ｂの係合突起部（図示せず）が係合可能な穴状のユニット係合部や、中央照光
ユニット部３８０ｂのネジ挿通穴３８４ｂに挿通される中央ユニット固定ネジ３９５ｂが
螺合可能なユニット固定ボス等が形成されている。また、中央ユニット取付部３５１ｂの
底部には、ベットスイッチユニット２００のボタンカバー部材２３１と同様に、中央セン



(20) JP 2016-19637 A 2016.2.4

10

20

30

40

50

サユニット部３７０ｂのセンサ用コネクタ（図示せず）および中央照光ユニット部３８０
ｂのランプ用コネクタ（図示せず）を露出させる中央コネクタ露出穴３５２ｂが形成され
る。
【００９０】
　右側ユニット取付部３５１ｃは、右側センサユニット部３７０ｃおよび右側照光ユニッ
ト部３８０ｃを取り付け可能に構成される。すなわち、右側ユニット取付部３５１ｃには
、ベットスイッチユニット２００のボタンカバー部材２３１と同様に、右側センサユニッ
ト部３７０ｃの係合突起部（図示せず）が係合可能な穴状のユニット係合部や、右側照光
ユニット部３８０ｃのネジ挿通穴３８４ｃに挿通される右側ユニット固定ネジ３９５ｃが
螺合可能なユニット固定ボス等が形成されている。また、右側ユニット取付部３５１ｃの
底部には、ベットスイッチユニット２００のボタンカバー部材２３１と同様に、右側セン
サユニット部３７０ｃのセンサ用コネクタ（図示せず）および右側照光ユニット部３８０
ｃのランプ用コネクタ（図示せず）を露出させる右側コネクタ露出穴３５２ｃが形成され
る。
【００９１】
　なお、内カバー部材３５０の外側部には、第２ボタン収容部材３４０の係止突起部３４
３が係止可能な係止穴部３５３が形成される。また、内カバー部材３５０における３つの
ユニット取付部３５１ａ～３５１ｃの間には、カバー固定ネジ３９０が挿通されるネジ挿
通穴３５４が形成される。
【００９２】
　外カバー部材３６０は、図１６に示すように、樹脂材料を用いて板状に形成され、内カ
バー部材３５０の後側に重ねて取り付けられる。外カバー部材３６０の左右には、カバー
固定ネジ３９０が挿通されるネジ挿通穴３６１が形成される。外カバー部材３６０の縁部
には、各センサユニット部３７０ａ～３７０ｃと繋がるストップスイッチケーブル８５２
（図３８を参照）や、各照光ユニット部３８０ａ～３８０ｃと繋がる照光ランプケーブル
（図示せず）が挿通される切欠き部３６２が形成される。
【００９３】
　左側センサユニット部３７０ａおよび左側照光ユニット部３８０ａは、互いに略平行な
向きで連結され、内カバー部材３５０の左側ユニット取付部３５１ａに取り付けられた状
態で、第２ボタン収容部材３４０の左側第２ボタン収容部３４１ａに収容される。左側セ
ンサユニット部３７０ａは、左側ストップボタン部３１１ａが押されて左側操作部材３１
０ａとともに操作位置に移動した左側摺動部材３２０ａの検出片部３２２ａを検出し、左
側操作部材３１０ａの左側ストップボタン部３１１ａに対する操作検出信号を主制御装置
１５へ出力する。一方、左側照光ユニット部３８０ａは、演出制御ユニット５０６から送
信されたランプ制御信号に応じて、左側第２ボタン収容部３４１ａの内部から第１ボタン
収容部材３３０の左側第１ボタン収容部３３１ａを通過して左側ストップボタン部３１１
ａを透過する光を発光する。なお、左側第２ボタン収容部３４１ａの内部において、左側
照光ユニット部３８０ａが左側センサユニット部３７０ａの上側に重なるように配置され
る。
【００９４】
　中央センサユニット部３７０ｂおよび中央照光ユニット部３８０ｂは、互いに略平行な
向きで連結され、内カバー部材３５０の中央ユニット取付部３５１ｂに取り付けられた状
態で、第２ボタン収容部材３４０の中央第２ボタン収容部３４１ｂに収容される。中央セ
ンサユニット部３７０ｂは、中央ストップボタン部３１１ｂが押されて中央操作部材３１
０ｂとともに操作位置に移動した中央摺動部材３２０ｂの検出片部３２２ｂを検出し、中
央操作部材３１０ｂの中央ストップボタン部３１１ｂに対する操作検出信号を主制御装置
１５へ出力する。一方、中央照光ユニット部３８０ｂは、演出制御ユニット５０６から送
信されたランプ制御信号に応じて、中央第２ボタン収容部３４１ｂの内部から第１ボタン
収容部材３３０の中央第１ボタン収容部３３１ｂを通過して中央ストップボタン部３１１
ｂを透過する光を発光する。なお、中央第２ボタン収容部３４１ｂの内部において、中央
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照光ユニット部３８０ｂが中央センサユニット部３７０ｂの上側に重なるように配置され
る。
【００９５】
　右側センサユニット部３７０ｃおよび右側照光ユニット部３８０ｃは、互いに略平行な
向きで連結され、内カバー部材３５０の右側ユニット取付部３５１ｃに取り付けられた状
態で、第２ボタン収容部材３４０の右側第２ボタン収容部３４１ｃに収容される。右側セ
ンサユニット部３７０ｃは、右側ストップボタン部３１１ｃが押されて右側操作部材３１
０ｃとともに操作位置に移動した右側摺動部材３２０ｃの検出片部３２２ｃを検出し、右
側操作部材３１０ｃの右側ストップボタン部３１１ｃに対する操作検出信号を主制御装置
１５へ出力する。一方、右側照光ユニット部３８０ｃは、演出制御ユニット５０６から送
信されたランプ制御信号に応じて、右側第２ボタン収容部３４１ｃの内部から第１ボタン
収容部材３３０の右側第１ボタン収容部３３１ｃを通過して右側ストップボタン部３１１
ｃを透過する光を発光する。なお、右側第２ボタン収容部３４１ｃの内部において、右側
照光ユニット部３８０ｃが右側センサユニット部３７０ｃの上側に重なるように配置され
る。
【００９６】
　このように、ストップスイッチユニット３００の各センサユニット部３７０ａ～３７０
ｃは、ベットスイッチユニット２００と同様に、中継基板７１０（図３７を参照）を介し
て主制御装置１５と電気的に接続される。また、ストップスイッチユニット３００の各照
光ユニット部３８０ａ～３８０ｃは、演出制御ユニット５０６を介して副制御装置５０と
電気的に接続される。
【００９７】
　なお、ストップスイッチユニット３００の各センサユニット部３７０ａ～３７０ｃは、
ベットスイッチユニット２００のセンサユニット部２４０と同様の構成であり、詳細な図
示および説明を省略する。また、ストップスイッチユニット３００の各照光ユニット部３
８０ａ～３８０ｃは、ベットスイッチユニット２００の照光ユニット部２６０と同様の構
成であり、詳細な図示および説明を省略する。
【００９８】
　以上のように構成されるストップスイッチユニット３００を組み立てるには、まず、３
つのセンサユニット部３７０ａ～３７０ｃおよび３つの照光ユニット部３８０ａ～３８０
ｃをそれぞれ組み立てる。左側センサユニット部３７０ａ、中央センサユニット部３７０
ｂ、および右側センサユニット部３７０ｃは、ベットスイッチユニット２００のセンサユ
ニット部２４０と同様に組み立てられる。左側照光ユニット部３８０ａ、中央照光ユニッ
ト部３８０ｂ、および右側照光ユニット部３８０ｃは、ベットスイッチユニット２００の
照光ユニット部２６０と同様に組み立てられる。
【００９９】
　次に、左側操作部材３１０ａ、中央操作部材３１０ｂ、および右側操作部材３１０ｃを
、第１ボタン収容部材３３０の左側第１ボタン収容部３３１ａ、中央第１ボタン収容部３
３１ｂ、および右側第１ボタン収容部３３１ｃに収容する。左側操作部材３１０ａを左側
第１ボタン収容部３３１ａに収容する際、左側操作部材３１０ａを左側ボタン露出部３３
２ａと反対側の方から左側第１ボタン収容部３３１ａ内に挿入する。中央操作部材３１０
ｂおよび右側操作部材３１０ｃも、左側操作部材３１０ａと同様にして、中央第１ボタン
収容部３３１ｂおよび右側第１ボタン収容部３３１ｃ内に挿入する。
【０１００】
　次に、左側摺動部材３２０ａ、中央摺動部材３２０ｂ、および右側摺動部材３２０ｃを
、第２ボタン収容部材３４０の左側第２ボタン収容部３４１ａ、中央第２ボタン収容部３
４１ｂ、および右側第２ボタン収容部３４１ｃに収容する。左側摺動部材３２０ａを左側
第２ボタン収容部３４１ａに収容する際、左側摺動部材３２０ａおよび左側付勢バネ３２
５ａを第２ボタン収容部材３４０の一端側（前側）から左側第２ボタン収容部３４１ａ内
に挿入し、左側摺動部材３２０ａの抜け止め部３２１ａを左側第２ボタン収容部３４１ａ
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の内側の段差部に摺接させて弾性変形させ、当該段差部の裏側に係止させるようにする。
中央摺動部材３２０ｂおよび右側摺動部材３２０ｃも、左側摺動部材３２０ａと同様にし
て、中央付勢バネ３２５ｂおよび右側付勢バネ３２５ｃとともに、中央第２ボタン収容部
３４１ｂおよび右側第２ボタン収容部３４１ｃ内に挿入する。
【０１０１】
　次に、３つのセンサユニット部３７０ａ～３７０ｃおよび３つの照光ユニット部３８０
ａ～３８０ｃを、内カバー部材３５０の３つのユニット取付部３５１ａ～３５１ｃに取り
付ける。左側センサユニット部３７０ａおよび左側照光ユニット部３８０ａを、内カバー
部材３５０の左側ユニット取付部３５１ａに取り付ける際、ベットスイッチユニット２０
０のセンサユニット部２４０および照光ユニット部２６０の場合と同様に、左側センサユ
ニット部３７０ａと左側照光ユニット部３８０ａとを連結させる。この状態で、左側セン
サユニット部３７０ａの係合突起部（図示せず）を左側ユニット取付部３５１ａのユニッ
ト係合部に係合させ、左側ユニット固定ネジ３９５ａを左側照光ユニット部３８０ａのネ
ジ挿通穴３８４ａに挿通させて左側ユニット取付部３５１ａのユニット固定ボスにネジ固
定する。
【０１０２】
　中央センサユニット部３７０ｂおよび中央照光ユニット部３８０ｂを、内カバー部材３
５０の中央ユニット取付部３５１ｂに取り付ける際、同様に、中央センサユニット部３７
０ｂと中央照光ユニット部３８０ｂとを連結させる。この状態で、中央センサユニット部
３７０ｂの係合突起部（図示せず）を中央ユニット取付部３５１ｂのユニット係合部に係
合させ、中央ユニット固定ネジ３９５ｂを中央照光ユニット部３８０ｂのネジ挿通穴３８
４ｂに挿通させて中央ユニット取付部３５１ｂのユニット固定ボスにネジ固定する。
【０１０３】
　右側センサユニット部３７０ｃおよび右側照光ユニット部３８０ｃを、内カバー部材３
５０の右側ユニット取付部３５１ｃに取り付ける際、同様に、右側センサユニット部３７
０ｃと右側照光ユニット部３８０ｃとを連結させる。この状態で、右側センサユニット部
３７０ｃの係合突起部（図示せず）を右側ユニット取付部３５１ｃのユニット係合部に係
合させ、右側ユニット固定ネジ３９５ｃを右側照光ユニット部３８０ｃのネジ挿通穴３８
４ｃに挿通させて右側ユニット取付部３５１ｃのユニット固定ボスにネジ固定する。
【０１０４】
　次に、内カバー部材３５０を第２ボタン収容部材３４０の他端側（後側）に取り付ける
。このとき、内カバー部材３５０の左側ユニット取付部３５１ａに取り付けられた左側セ
ンサユニット部３７０ａおよび左側照光ユニット部３８０ａを、第２ボタン収容部材３４
０の左側開口部３４２ａから左側第２ボタン収容部３４１ａ内に挿入する。また、内カバ
ー部材３５０の中央ユニット取付部３５１ｂに取り付けられた中央センサユニット部３７
０ｂおよび中央照光ユニット部３８０ｂを、第２ボタン収容部材３４０の中央開口部３４
２ｂから中央第２ボタン収容部３４１ｂ内に挿入する。また、内カバー部材３５０の右側
ユニット取付部３５１ｃに取り付けられた右側センサユニット部３７０ｃおよび右側照光
ユニット部３８０ｃを、第２ボタン収容部材３４０の右側開口部３４２ｃから右側第２ボ
タン収容部３４１ｃ内に挿入する。この状態で、内カバー部材３５０の係止穴部３５３に
第２ボタン収容部材３４０の係止突起部３４３を係止させる。これにより、内カバー部材
３５０が第２ボタン収容部材３４０に対して仮固定される。
【０１０５】
　そして、第１ボタン収容部材３３０、第２ボタン収容部材３４０、内カバー部材３５０
、および外カバー部材３６０の順に重ねた状態で、カバー固定ネジ３９０を、外カバー部
材３６０のネジ挿通穴３６１に挿通させ、第１ボタン収容部材３３０にネジ固定する。こ
れにより、第１ボタン収容部材３３０、第２ボタン収容部材３４０、内カバー部材３５０
、および外カバー部材３６０が、この順で互いに結合される。
【０１０６】
　このように、左側センサユニット部３７０ａ（第１センサ基板保持部材）および左側照
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光ユニット部３８０ａ（第１ランプ基板保持部材）が、互いに連結された状態で内カバー
部材３５０の左側ユニット取付部３５１ａに取り付けられて、第２ボタン収容部材３４０
の左側第２ボタン収容部３４１ａの内部に収容される。また、中央センサユニット部３７
０ｂおよび中央照光ユニット部３８０ｂが、互いに連結された状態で内カバー部材３５０
の中央ユニット取付部３５１ｂに取り付けられて、第２ボタン収容部材３４０の中央第２
ボタン収容部３４１ｂの内部に収容される。また、右側センサユニット部３７０ｃおよび
右側照光ユニット部３８０ｃが、互いに連結された状態で内カバー部材３５０の右側ユニ
ット取付部３５１ｃに取り付けられて、第２ボタン収容部材３４０の右側第２ボタン収容
部３４１ｃの内部に収容される。そのため、ストップスイッチユニット３００を容易に組
み立てることができる。組み立てたストップスイッチユニット３００は、前述したように
、ネジ等の固定手段（図示せず）を用いて操作ユニット取付部２３のストップスイッチ取
付部２３ｄに取り付け固定される。このとき、各センサユニット部３７０ａ～３７０ｃの
センサ用コネクタ（図示せず）に、ストップスイッチケーブル８５２の主制御用コネクタ
（図示せず）が嵌合接続され、各照光ユニット部３８０ａ～３８０ｃのランプ用コネクタ
（図示せず）に、照光ランプケーブルの副制御用コネクタ（図示せず）が嵌合接続される
。
【０１０７】
　ストップスイッチユニット３００においても、ベットスイッチユニット２００と同様に
、センサ用コネクタおよびランプ用コネクタが主制御用コネクタおよび副制御用コネクタ
（図示せず）との嵌合方向にずれた状態で略平行に並ぶように、各センサユニット部３７
０ａ～３７０ｃ（第１センサ基板保持部材）と各照光ユニット部３８０ａ～３８０ｃ（第
１ランプ基板保持部材）とが連結されている。そのため、主制御用コネクタと副制御用コ
ネクタとが位置整合して略平行に重なる状態になって、主制御用コネクタおよび副制御用
コネクタのうち一方を着脱する際に他方が邪魔になることがないことから、各センサユニ
ット部３７０ａ～３７０ｃのセンサ用コネクタと各照光ユニット部３８０ａ～３８０ｃの
ランプ用コネクタにおけるコネクタの着脱を容易に行うことができる。なお、第２ボタン
収容部材３４０の内部において、各照光ユニット部３８０ａ～３８０ｃのランプ用コネク
タ（図示せず）が各センサユニット部３７０ａ～３７０ｃの上側に重なるように配置され
る。これにより、前面扉２０の受け皿３５のメダル払出口から見て遠い方にランプ用コネ
クタが配置されるため、スロットマシンＳＭの外部からランプ用コネクタへの不正なアク
セスが難しくなる。
【０１０８】
　［サイドランプの構成］
　次に、本実施形態に係る左右の上部サイドランプ４００，４１０について図１８～図２
２を参照して説明する。なお、左右の上部サイドランプ４００，４１０は、互いに左右対
称（面対称）で同様の構成であるため、左上部サイドランプ４００の詳細な説明を省略し
、右上部サイドランプ４１０について詳細な説明を行う。右上部サイドランプ４１０は、
図１８に示すように、サイドランプ基板４１１と、ランプホルダ４２１と、ランプハウス
４２６（図２１を参照）と、第１導光部材４３１（図２１を参照）と、第２導光部材４３
３と、第１ランプカバー４４１と、第２ランプカバー４４６とを有して構成される。
【０１０９】
　サイドランプ基板４１１は、上下方向に長く伸びる細い板状に形成され、ランプホルダ
４２１に収容保持される。サイドランプ基板４１１の中央前面側には、複数の第１サイド
ＬＥＤランプ４１２，４１２，…が上下１列に並んで配設される。サイドランプ基板４１
１の左右前面側には、複数の第２サイドＬＥＤランプ４１３，４１３，…が上下２列に並
んで配設される。サイドランプ基板４１１は、演出制御ユニット５０６と電気的に接続さ
れ、演出制御ユニット５０６から送信されたランプ制御信号に応じて、第１サイドＬＥＤ
ランプ４１２，４１２，…および第２サイドＬＥＤランプ４１３，４１３，…の発光制御
を行う。
【０１１０】
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　ランプホルダ４２１は、樹脂材料を用いて前側が開口した箱状に形成され、サイドラン
プ基板４１１を収容保持して第２導光部材４３３と結合される。ランプホルダ４２１の右
端部近傍には、第２導光部材４３３の係合ピン４３７と係合可能な係合穴４２２が上下に
離れて形成される。また、ランプホルダ４２１の右端部近傍には、ランプホルダ結合ネジ
（図示せず）が挿通されるネジ挿通穴４２３が上下に離れて形成される。
【０１１１】
　ランプハウス４２６は、図２０および図２１に示すように、樹脂材料を用いて板状に形
成され、第２導光部材４３３の開口部に塞ぐように取り付けられる。また、ランプハウス
４２６は、サイドランプ基板４１１の前面側に重なるように配置される。ランプハウス４
２６の中央前面側に第１導光部材４３１が取り付けられ、第２導光部材４３３とランプハ
ウス４２６とに囲まれた空間内に第１導光部材４３１が配置される。ランプハウス４２６
の中央には、サイドランプ基板４１１の第１サイドＬＥＤランプ４１２，４１２，…を第
１導光部材４３１の内側に向けて露出させる複数の第１ランプ露出穴４２７，４２７，…
が上下１列に並んで配設される。ランプハウス４２６の左右には、サイドランプ基板４１
１の第２サイドＬＥＤランプ４１３，４１３，…を第２導光部材４３３の後縁部に向けて
露出させる複数の第２ランプ露出穴４２８，４２８，…が上下２列に並んで配設される。
【０１１２】
　第１導光部材４３１は、図２１および図２２に示すように、透明もしくは半透明の樹脂
材料を用いて、上下方向に細長く延びるドーム型に形成される。第１導光部材４３１の表
面に蛇腹状の凹凸が形成されており、第１導光部材４３１は、第１サイドＬＥＤランプ４
１２，４１２，…から発光した光を拡散させるように透過させる。
【０１１３】
　第２導光部材４３３は、図１８～図２０に示すように、透明もしくは半透明の樹脂材料
を用いて、上下方向に延びるドーム型に形成される。第２導光部材４３３の後縁部には、
ランプハウス４２６の第２ランプ露出穴４２８，４２８，…を介してサイドランプ基板４
１１の第２サイドＬＥＤランプ４１３，４１３，…と対向する複数の入射面部４３４，４
３４，…が形成される。入射面部４３４の表面に蛇腹状の凹凸が形成されており、第２サ
イドＬＥＤランプ４１３から発光した光は、この入射面部４３４から第２導光部材４３３
の内部に拡散して入射するようになっている。
【０１１４】
　第２導光部材４３３の前部内側には、拡散反射部４３５が形成される。拡散反射部４３
５は、鱗状の凹凸が形成されるとともに、銀色等の反射率が高い色の塗料もしくはシート
等が付着されて構成される。拡散反射部４３５は、入射面部４３４から第２導光部材４３
３の内部に入射して第２導光部材４３３の前部に達した光を前方に拡散反射させる。第２
導光部材４３３の外側部には、第１導光部材４３１を透過して第２導光部材４３３の内側
面から第２導光部材４３３の内部に入射した光が透過する第１射出面部４３６ａが形成さ
れる。第２導光部材４３３の前部外側には、入射面部４３４から第２導光部材４３３の内
部に入射して拡散反射部４３５で拡散反射した光が透過する第２射出面部４３６ｂが形成
される。
【０１１５】
　また、第２導光部材４３３の後縁部には、ランプホルダ４２１の係合穴４２２に係合可
能な係合ピン４３７が上下に離れて形成される。また、第２導光部材４３３の後縁部には
、ランプホルダ結合ネジ（図示せず）が螺合可能なネジ部を有するボス部４３８が上下に
離れて形成される。第２導光部材４３３の係合ピン４３７をランプホルダ４２１の係合穴
４２２と係合させ、ランプホルダ結合ネジをランプホルダ４２１のネジ挿通穴４２３に挿
通させて第２導光部材４３３のボス部４３８にネジ固定することにより、ランプホルダ４
２１と第２導光部材４３３とが結合される。
【０１１６】
　第２導光部材４３３の上部には、サイドランプ基板４１１の上部を覆う板状の上カバー
部４３９ａが形成される。第２導光部材４３３の下部には、サイドランプ基板４１１の下
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部を覆う板状の下カバー部４３９ｂが形成される。また、第２導光部材４３３の下部には
、ランプカバー結合ネジ（図示せず）が挿通されるネジ挿通穴４３９ｃが形成される。第
１ランプカバー４４１および第２ランプカバー４４６を第２導光部材４３３に重ねた状態
で、ランプカバー結合ネジを第２導光部材４３３のネジ挿通穴４３９ｃに挿通させて第１
ランプカバー４４１のボス部（図示せず）にネジ固定することにより、第１ランプカバー
４４１および第２ランプカバー４４６と第２導光部材４３３とが結合される。
【０１１７】
　図１８に示すように、第１ランプカバー４４１は、透光性を有する有色樹脂材料を用い
て、第２導光部材４３３の側部の形状に合わせた装飾性を有する形状に形成される。第２
ランプカバー４４６は、透光性を有する有色樹脂材料を用いて、第２導光部材４３３の前
部の形状に合わせた装飾性を有する形状に形成され、第１ランプカバー４４１の前部に結
合される。これにより、第１ランプカバー４４１は、第２導光部材４３３の第１射出面部
４３６ａに重なるように配置され、第２ランプカバー４４６は、第２導光部材４３３の第
２射出面部４３６ｂに重なるように配置される。第１ランプカバー４４１の下部には、前
述した前パネル部材１２０の右上端部に当接可能なパネル固定部４４２が形成される。な
お、第２ランプカバー４４６は、第１ランプカバー４４１と異なる色を有しているが、第
１ランプカバー４４１と同じ色を有してもよい。
【０１１８】
　以上のように構成される右上部サイドランプ４１０において、演出制御ユニット５０６
からサイドランプ基板４１１に所定の演出態様に応じたランプ制御信号が送信される。サ
イドランプ基板４１１は、演出制御ユニット５０６から送信されたランプ制御信号に応じ
て、第１サイドＬＥＤランプ４１２，４１２，…および第２サイドＬＥＤランプ４１３，
４１３，…の発光制御を行う。
【０１１９】
　第１サイドＬＥＤランプ４１２，４１２，…で発光した光は、第１導光部材４３１を透
過して前方に拡散し、第２導光部材４３３の内側面に達する。第２導光部材４３３の内側
面に達した光は、当該内側面から第２導光部材４３３の内部に入射して第１射出面部４３
６ａを透過し、第１ランプカバー４４１を透過して右上部サイドランプ４１０の側面部（
すなわち、第１ランプカバー４４１の側面部）が発光する。このとき、第２導光部材４３
３の前部内側に達した光は、拡散反射部４３５で後方に反射するため、第２射出面部４３
６ｂおよび第２ランプカバー４４６を透過することはない。これにより、第２サイドＬＥ
Ｄランプ４１３，４１３，…を発光させずに第１サイドＬＥＤランプ４１２，４１２，…
のみを発光させた場合、第１ランプカバー４４１の側面部のみを発光させることができる
。
【０１２０】
　一方、第２サイドＬＥＤランプ４１３，４１３，…で発光した光は、入射面部４３４か
ら第２導光部材４３３の内部に入射し、第２導光部材４３３の側部において全反射を繰り
返しながら第２導光部材４３３の前部に達する。第２導光部材４３３の前部に達した光は
、拡散反射部４３５で前方に拡散反射して第２射出面部４３６ｂを透過し、第２ランプカ
バー４４６を透過して右上部サイドランプ４１０の前面部（すなわち、第２ランプカバー
４４６の前面部）が発光する。このとき、入射面部４３４から第２導光部材４３３の内部
に入射した光は、第２導光部材４３３の側部において全反射を繰り返すため、第１射出面
部４３６ａおよび第１ランプカバー４４１を透過することはない。これにより、第１サイ
ドＬＥＤランプ４１２，４１２，…発光させずに第２サイドＬＥＤランプ４１３，４１３
，…のみを発光させた場合、第２ランプカバー４４６の前面部のみを発光させることがで
きる。
【０１２１】
　このように、左右の上部サイドランプ４００，４１０においては、装飾性を有する複雑
な形状に形成された第１ランプカバー４４１および第２ランプカバー４４６を別個に発光
させることができるため、より多彩な演出を行うことが可能になる。なお、左右の下部サ
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イドランプ４５０，４６０も、左右の上部サイドランプ４００，４１０と同様の構成であ
り、左右の上部サイドランプ４００，４１０と同様の効果を得ることができる。また、図
１および図４に示すように、左固定部材１６０を跨いで左上部サイドランプ４００と左下
部サイドランプ４５０とが連続的に延伸するように配置され、右固定部材１７０を跨いで
右上部サイドランプ４１０と右下部サイドランプ４６０とが連続的に延伸するように配置
される。そのため、左固定部材１６０および右固定部材１７０によりスロットマシンＳＭ
の内部への不正なアクセスを防止しつつ、左上部サイドランプ４００と左下部サイドラン
プ４５０、および、右上部サイドランプ４１０と右下部サイドランプ４６０とを組み合わ
せて、より多彩な演出を行うことが可能である。
【０１２２】
　［上部マスクユニットの構成］
　次に、本実施形態に係る上部マスクユニット５００について図２３～図２６を参照して
説明する。上部マスクユニット５００は、図２３および図２５に示すように、画像表示装
置５０１と、演出装置５１１と、保護カバー５４１と、上部マスク５５１とを主体に構成
される。画像表示装置５０１は、画面５０２が前方を向くように演出装置５１１の後側に
取り付けられる。画像表示装置５０１の後面側には、演出制御ユニット５０６が取り付け
られる。画像表示装置５０１は、演出制御ユニット５０６と電気的に接続され、演出制御
ユニット５０６から送信された画像制御信号に応じて、画面５０２に所定の演出画像を表
示する。
【０１２３】
　演出装置５１１は、図２３および図２４に示すように、ベース部材５１２と、左側可動
演出部材５１５と、右側可動演出部材５１６と、中央可動演出部材５１７と、第１および
第２左側駆動部５１８，５２０と、第１および第２右側駆動部５２２，５２４と、中央駆
動部５２６とを有して構成され、画像表示装置５０１の前方に並ぶように配置される。ベ
ース部材５１２は、樹脂材料を用いて、中央に窓穴部５１３を有したブロック状に形成さ
れ、画像表示装置５０１とともに上部マスク５５１の後側に取り付けられる。ベース部材
５１２の後側に、画像表示装置５０１が窓穴部５１３を塞ぐように取り付けられ、窓穴部
５１３を通じて画像表示装置５０１の画面５０２を視認可能に構成される。なお、ベース
部材５１２の左右下部には、左右の上部スピーカー５３１，５３６が取り付けられる。
【０１２４】
　左側可動演出部材５１５は、図２３に示すように、樹脂材料を用いて所定の装飾形状（
例えば、龍の頭部を模した装飾形状）に形成され、ベース部材５１２の左上部前面側に、
左右方向および上下方向に移動可能に取り付けられる。図２４に示すように、第１左側駆
動部５１８は、電動モータ等を有してベース部材５１２の左上部に配設され、左側可動演
出部材５１５を左右方向に移動させる。第２左側駆動部５２０は、電動モータ等を有して
ベース部材５１２の左側に配設され、第１左側駆動部５１８により所定の待機位置から右
方に移動した左側可動演出部材５１５を上下方向に移動させる。これにより、左側可動演
出部材５１５は、図１の二点鎖線で示すように、画面５０２の左上部の前側近傍において
、所定の待機位置と、当該待機位置から右方に移動した第１の左側演出作動位置と、当該
第１の左側演出作動位置から下方に移動した第２の左側演出作動位置とに、移動可能に構
成される。第１および第２左側駆動部５１８，５２０は、演出制御ユニット５０６と電気
的に接続され、演出制御ユニット５０６から送信された駆動制御信号に応じて、左側可動
演出部材５１５を駆動する。
【０１２５】
　右側可動演出部材５１６は、図２３に示すように、樹脂材料を用いて所定の装飾形状（
例えば、龍の頭部を模した装飾形状）に形成され、ベース部材５１２の右上部前面側に、
左右方向および上下方向に移動可能に取り付けられる。図２４に示すように、第１右側駆
動部５２２は、電動モータ等を有してベース部材５１２の右上部に配設され、右側可動演
出部材５１６を左右方向に移動可能に保持する。第２右側駆動部５２４は、電動モータ等
を有してベース部材５１２の右側に配設され、第１右側駆動部５２２により所定の待機位
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置から左方に移動した右側可動演出部材５１６を上下方向に移動させる。これにより、右
側可動演出部材５１６は、図１の二点鎖線で示すように、画面５０２の右上部の前側近傍
において、所定の待機位置と、当該待機位置から左方に移動した第１の右側演出作動位置
と、当該第１の右側演出作動位置から下方に移動した第２の右側演出作動位置とに、移動
可能に構成される。第１および第２右側駆動部５２２，５２４は、演出制御ユニット５０
６と電気的に接続され、演出制御ユニット５０６から送信された駆動制御信号に応じて、
右側可動演出部材５１６を駆動する。
【０１２６】
　中央可動演出部材５１７は、図２３に示すように、樹脂材料を用いて所定の装飾形状（
例えば、太陽を模した装飾形状）に形成され、ベース部材５１２の中央上部前面側に、上
下方向に移動可能に取り付けられる。図２４に示すように、中央駆動部５２６は、電動モ
ータ等を有してベース部材５１２の中央上部に配設され、中央可動演出部材５１７を上下
方向に移動可能に保持する。これにより、中央可動演出部材５１７は、画面５０２の中央
上部の前側近傍において、所定の待機位置と、当該待機位置から下方に移動した中央演出
作動位置とに、移動可能に構成される。中央駆動部５２６は、演出制御ユニット５０６と
電気的に接続され、演出制御ユニット５０６から送信された駆動制御信号に応じて、中央
可動演出部材５１７を駆動する。
【０１２７】
　なお、図２４に示すように、演出装置５１１の後面側には、スロットマシンＳＭもしく
は上部マスクユニット５００を輸送等する際、左側可動演出部材５１５および右側可動演
出部材５１６を一時的に固定可能な左右の仮固定部材５２８，５２９が設けられている。
左仮固定部材５２８は、樹脂材料を用いて細長い棒状に形成され、基端部に形成された紐
状の連結部５２８ａを介して、第２左側駆動部５２０の後面側に結合されている。第２左
側駆動部５２０には、スロットマシンＳＭを使用する際に左仮固定部材５２８が挿入され
る非固定穴５２１ａと、左側可動演出部材５１５を一時的に固定する際に左仮固定部材５
２８が挿入される仮固定穴５２１ｂとが形成されている。左仮固定部材５２８が仮固定穴
５２１ｂに挿入されると、第２左側駆動部５２０の内部機構に干渉してその作動を規制し
、左側可動演出部材５１５が自重等により自然に動くのを防止できるようになっている。
【０１２８】
　右仮固定部材５２９は、左仮固定部材５２８と同様に形成され、基端部に形成された紐
状の連結部５２９ａを介して、第２右側駆動部５２４の後面側に結合されている。第２右
側駆動部５２４には、スロットマシンＳＭを使用する際に右仮固定部材５２９が挿入され
る非固定穴５２５ａと、右側可動演出部材５１６を一時的に固定する際に右仮固定部材５
２９が挿入される仮固定穴５２５ｂとが形成されている。右仮固定部材５２９が仮固定穴
５２５ｂに挿入されると、第２右側駆動部５２４の内部機構に干渉してその作動を規制し
、右側可動演出部材５１６が自重等により自然に動くのを防止できるようになっている。
【０１２９】
　スロットマシンＳＭもしくは上部マスクユニット５００を輸送等する際、左右の仮固定
部材５２８，５２９を仮固定穴５２１ｂ，５２５ｂに挿入し、左側可動演出部材５１５お
よび右側可動演出部材５１６を一時的に固定する。そして、スロットマシンＳＭを使用す
る際、左右の仮固定部材５２８，５２９を左右の仮固定穴５２１ｂ，５２５ｂから抜去し
、左右の非固定穴５２１ａ，５２５ａに挿入する。これにより、スロットマシンＳＭの輸
送時等において、左側可動演出部材５１５および右側可動演出部材５１６が自重等により
自然に動いて他の部材を損傷させるのを防止することができる。また、左右の仮固定部材
５２８，５２９を、仮固定穴５２１ｂ，５２５ｂおよび非固定穴５２１ａ，５２５ａのう
ち一方から抜去し、他方に挿入するように構成されるため、スロットマシンＳＭの輸送時
と使用時の切り替えを容易に行うことができる。
【０１３０】
　保護カバー５４１は、図２６に示すように、透明の樹脂材料を用いて、上部マスク５５
１の窓穴部５５３の形状に合わせた板状に形成される。保護カバー５４１は、画像表示装
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置５０１の画面５０２とともに演出装置５１１の前面側を覆う平板状の前カバー部５４２
と、前カバー部５４２の下端から後方に湾曲して延びて演出装置５１１の下面側を覆う湾
曲カバー部５４３とを有して構成される。図２５に示すように、保護カバー５４１は、上
部マスク５５１の後側から窓穴部５５３を塞ぐように取り付けられ、前面扉２０のリール
表示窓２２よりも前方に突出するようになっている。これにより、画像表示装置５０１お
よび演出装置５１１の前方が保護カバー５４１に覆われて、上部マスク５５１の窓穴部５
５３を塞ぐ保護カバー５４１を通じて演出装置５１１を視認することができる。また、上
部マスク５５１の窓穴部５５３を塞ぐ保護カバー５４１と、演出装置５１１の窓穴部５１
３を通じて、画像表示装置５０１の画面５０２を視認することができる。
【０１３１】
　本実施形態においては、保護カバー５４１の前方から前カバー部５４２を通じて画像表
示装置５０１の画面５０２を視認可能に構成されるだけでなく、保護カバー５４１の前下
方（遊技者の視点の位置）から湾曲カバー部５４３を通じて画像表示装置５０１の画面５
０２を視認可能に構成される。なお、湾曲カバー部５４３は、前カバー部５４２を通じて
画面５０２を視認する場合と同様に視認できる程度に、滑らかに湾曲した板状に形成され
る。また、左側可動演出部材５１５、右側可動演出部材５１６、および中央可動演出部材
５１７が、待機位置に位置する場合だけでなく、画面５０２の上側の領域と重なる演出作
動位置に位置する場合にも、保護カバー５４１の前下方から湾曲カバー部５４３を通じて
画面５０２の下側の領域を視認できるようになっている。
【０１３２】
　また、図２６に示すように、前カバー部５４２の上側には、上部マスク５５１の上部後
面側に固定される上側フランジ部５４４が形成される、上側フランジ部５４４の前面側に
は、前カバー部５４２の上縁部に沿って延びる上側リブ部５４４ａが形成される。前カバ
ー部５４２の左側には、上部マスク５５１の左部後面側に固定される左側フランジ部５４
６が形成される、左側フランジ部５４６の前面側には、前カバー部５４２の左縁部に沿っ
て延びる左側リブ部５４６ａが形成される。前カバー部５４２の右側には、上部マスク５
５１の右部後面側に固定される右側フランジ部５４７が形成される、右側フランジ部５４
７の前面側には、前カバー部５４２の右縁部に沿って延びる右側リブ部５４７ａが形成さ
れる。湾曲カバー部５４３の下縁部には、上部マスク５５１の下部後面側に固定される下
側フランジ部５４５が形成される。
【０１３３】
　上側リブ部５４４ａ、左側リブ部５４６ａ、および右側リブ部５４７ａは、上部マスク
５５１の後面側に当接し、上部マスク５５１と前カバー部５４２との間に隙間が設けられ
て工具等が挿入されるのを防止する。これにより、上部マスク５５１と保護カバー５４１
との隙間からスロットマシンＳＭの内部へ不正にアクセスされるのを防止することができ
る。
【０１３４】
　上部マスク５５１は、図２３に示すように、樹脂材料を用いて、中央に窓穴部５５３を
有したブロック状に形成される。上部マスク５５１の後側に、保護カバー５４１、演出装
置５１１、および画像表示装置５０１が、この順に後方へ並んで取り付けられる。また、
上部マスク５５１の左上部後面側には、電飾用ＬＥＤランプ（図示せず）が設けられた左
側上部ランプ基板５６１が取り付けられる。上部マスク５５１の右上部後面側には、電飾
用ＬＥＤランプ（図示せず）が設けられた右側上部ランプ基板５６４が取り付けられる。
上部マスク５５１の中央上部後面側には、電飾用ＬＥＤランプ（図示せず）が設けられた
中央上部ランプ基板５６７が取り付けられる。
【０１３５】
　上部マスク５５１の上部には、左側上部ランプ基板５６１、右側上部ランプ基板５６４
、および中央上部ランプ基板５６７の各電飾用ＬＥＤランプで発光した光を前方に通す複
数の上部ランプ穴部５５４が形成される。上部マスク５５１の左右下部には、左右の上部
スピーカー５３１，５３６で発生した音を前方に通す左右のスピーカー穴部５５５，５５
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６が形成される。
【０１３６】
　上部マスク５５１の左上部前面側には、左側上部ランプ基板５６１の電飾用ＬＥＤラン
プで発光した光を透過させる左側上部導光部材５７１と、左側上部導光部材５７１を覆う
左側上部ランプカバー５８１とが取り付けられる。上部マスク５５１右上部前面側には、
右側上部ランプ基板５６４の電飾用ＬＥＤランプで発光した光を透過させる右側上部導光
部材５７４と、右側上部導光部材５７４を覆う右側上部ランプカバー５８４とが取り付け
られる。上部マスク５５１の中央上部前面側には、中央上部ランプ基板５６７の電飾用Ｌ
ＥＤランプで発光した光を透過させる中央上部導光部材５７７と、中央上部導光部材５７
７を覆う右側上部ランプカバー５８４とが取り付けられる。
【０１３７】
　なお、左側上部ランプカバー５８１、右側上部ランプカバー５８４、および中央上部ラ
ンプカバー５８７には、装飾部材５９８が取り付けられる。また、上部マスク５５１の左
下部前面側には、左スピーカー穴部５５５を覆うように左上部スピーカーカバー５９１が
取り付けられる。上部マスク５５１の左下部前面側には、右スピーカー穴部５５６を覆う
ように右上部スピーカーカバー５９６が取り付けられる。
【０１３８】
　以上のように構成される上部マスクユニット５００において、画像表示装置５０１は、
演出制御ユニット５０６から送信された画像制御信号に応じて、画面５０２に所定の演出
画像を表示する。第１および第２左側駆動部５１８，５２０は、演出制御ユニット５０６
から送信された駆動制御信号に応じて、左側可動演出部材５１５を駆動する。第１および
第２右側駆動部５２２，５２４は、演出制御ユニット５０６から送信された駆動制御信号
に応じて、右側可動演出部材５１６を駆動する。中央駆動部５２６は、演出制御ユニット
５０６から送信された駆動制御信号に応じて、中央可動演出部材５１７を駆動する。
【０１３９】
　第１および第２左側駆動部５１８，５２０が作動すると、左側可動演出部材５１５は、
所定の演出画像が表示された画面５０２の左上部の前側近傍において、所定の待機位置か
ら、第１の左側演出作動位置へ右方に移動し、さらに、第１の左側演出作動位置から第２
の左側演出作動位置へ下方に移動する。第１および第２右側駆動部５２２，５２４が作動
すると、右側可動演出部材５１６は、所定の演出画像が表示された画面５０２の右上部の
前側近傍において、所定の待機位置から、第１の右側演出作動位置へ左方に移動し、さら
に、第１の右側演出作動位置から第２の右側演出作動位置へ下方に移動する。中央駆動部
５２６が作動すると、中央可動演出部材５１７は、所定の演出画像が表示された画面５０
２の中央上部の前側近傍において、所定の待機位置から、中央演出作動位置へ下方に移動
する。
【０１４０】
　本実施形態においては、左側可動演出部材５１５、右側可動演出部材５１６、および中
央可動演出部材５１７が、待機位置に位置する場合だけでなく、画面５０２の上側の領域
と重なる演出作動位置に位置する場合にも、保護カバー５４１の前下方（遊技者の視点の
位置）から湾曲カバー部５４３を通じて画面５０２の下側の領域を視認できるようになっ
ている。このように、画面５０２の前側近傍において演出装置５１１が演出作動を行って
も、上部マスク５５１の下枠部に遮られる等によって画面５０２の視認性が妨げられるこ
とがないことから、演出装置５１１による多彩な演出を可能にしつつ、画像表示装置５０
１の視認性を向上させることが可能になる。
【０１４１】
　［シャッター装置の構成］
　次に、本実施形態に係るシャッター装置６００について図２７～図３４を参照して説明
する。シャッター装置６００は、図２７～図３１に示すように、左右のガイド部６１０Ｌ
，６１０Ｒと、第１および第２フレーム部６３０，６３５と、第１および第２シャッター
６４０，６６０と、第１および第２シャッター駆動部６８０，６９０とを有して構成され
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る。シャッター装置６００は、リール表示窓２２の後面側における（左から３つめの）第
３リール１２ｃと重なる部分に取り付けられる。シャッター装置６００は、左ガイド部６
１０Ｌと右ガイド部６１０Ｒとの間に開口形成された開閉領域ＦＤを第１および第２シャ
ッター６４０，６６０が開閉することにより、第３リール１２ｃを出現および隠蔽するこ
とができるように構成される。
【０１４２】
　左ガイド部６１０Ｌは、図３３～図３４に示すように、左ガイド部材６１１Ｌと、第１
左ガイド用ラックギヤ６２１Ｌと、第２左ガイド用ラックギヤ６２２Ｌと、左カバー部材
６２３Ｌとを有して構成される。左ガイド部材６１１Ｌは、ＡＢＳ樹脂等の樹脂材料を用
いて、上下に直線的に延びるレール状に形成される。左ガイド部材６１１Ｌの上端部には
、第１フレーム部６３０の左端部と連結される第１左フレーム連結部６１２Ｌが形成され
る。左ガイド部材６１１Ｌの下端部には、第２フレーム部６３５の左端部と連結される第
２左フレーム連結部６１３Ｌが形成される。
【０１４３】
　左ガイド部材６１１Ｌの内側部上側（右側部上側）には、左ガイド部材６１１Ｌの延伸
方向に沿って上下に直線的に延びる第１左駆動側ガイド溝６１４Ｌが形成される。第１左
駆動側ガイド溝６１４Ｌには、第１駆動側シャッター部材６４１の第１左駆動側ガイドピ
ン６４２Ｌがスライド移動自在に係合する。左ガイド部材６１１Ｌの内側部下側（右側部
下側）には、第１左駆動側ガイド溝６１４Ｌの下方に繋がって上下に直線的に延びる第２
左駆動側ガイド溝６１５Ｌが形成される。第２左駆動側ガイド溝６１５Ｌには、第２駆動
側シャッター部材６６１の第２左駆動側ガイドピン（図示せず）がスライド移動自在に係
合する。また、左ガイド部材６１１Ｌの内側部上側には、第１左駆動側ガイド溝６１４Ｌ
の前方に略平行に並んで上下に直線的に延びる第１左従動側ガイド溝６１６Ｌが形成され
る。第１左従動側ガイド溝６１６Ｌには、第１従動側シャッター部材６５１の第１左従動
側ガイドピン６５２Ｌがスライド移動自在に係合する。また、左ガイド部材６１１Ｌの内
側部下側には、第１左従動側ガイド溝６１６Ｌの下方に繋がって上下に直線的に延びる第
２左従動側ガイド溝６１７Ｌが形成される。第２左従動側ガイド溝６１７Ｌには、第２従
動側シャッター部材の第２左従動側ガイドピン（図示せず）がスライド移動自在に係合す
る。
【０１４４】
　左ガイド部材６１１Ｌの側部上側における第１左駆動側ガイド溝６１４Ｌと第１左従動
側ガイド溝６１６Ｌとの間には、第１左ラックギヤ取付部６１８Ｌが左右に貫通する穴状
に形成される。第１左ラックギヤ取付部６１８Ｌには、第１左ガイド用ラックギヤ６２１
Ｌが左ガイド部材６１１Ｌの外部側方（左側方）から着脱可能に取り付けられる。左ガイ
ド部材６１１Ｌの側部下側における第２左駆動側ガイド溝６１５Ｌと第２左従動側ガイド
溝６１７Ｌとの間には、第２左ラックギヤ取付部６１９Ｌが左右に貫通する穴状に形成さ
れる。第２左ラックギヤ取付部６１９Ｌには、第２左ガイド用ラックギヤ６２２Ｌが左ガ
イド部材６１１Ｌの外部側方から着脱可能に取り付けられる。
【０１４５】
　第１左ガイド用ラックギヤ６２１Ｌは、エンジニアリングプラスチック（ＰＯＭ）等の
樹脂材料を用いて直線的に延びるように形成され、左ガイド部材６１１Ｌと略平行に左ガ
イド部材６１１Ｌの内側（右側）を向いて第１左ラックギヤ取付部６１８Ｌに取り付けら
れる。これにより、第１左ラックギヤ取付部６１８Ｌに取り付けられた第１左ガイド用ラ
ックギヤ６２１Ｌは、第１シャッター６４０の第１左ガイド用ピニオンギヤ６４６Ｌと噛
合する。第２左ガイド用ラックギヤ６２２Ｌは、第１左ガイド用ラックギヤ６２１Ｌと同
様に形成され、左ガイド部材６１１Ｌと略平行に左ガイド部材６１１Ｌの内側を向いて第
２左ラックギヤ取付部６１９Ｌに取り付けられる。これにより、第２左ラックギヤ取付部
６１９Ｌに取り付けられた第２左ガイド用ラックギヤ６２２Ｌは、第２シャッター６６０
の第２左ガイド用ピニオンギヤ（図示せず）と噛合する。
【０１４６】
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　左カバー部材６２３Ｌは、金属材料を用いて断面視Ｌ字形の板状に形成され、カバー固
定ネジ（図示せず）を用いて、左ガイド部材６１１Ｌの前面および外側面（左側面）を覆
って左ガイド部材６１１Ｌに取り付け固定される。これにより、第１左ガイド用ラックギ
ヤ６２１Ｌは、左カバー部材６２３Ｌによって外側が覆われた状態で第１左ラックギヤ取
付部６１８Ｌに取り付け固定され、第２左ガイド用ラックギヤ６２２Ｌは、左カバー部材
６２３Ｌによって外側が覆われた状態で第２左ラックギヤ取付部６１９Ｌに取り付け固定
される。なお、左ガイド部材６１１Ｌの上部後側には、第１シャッター６４０の第１ガイ
ド側検出片６４４を検出可能な第１ガイド側開閉センサ６２６が取り付けられる。
【０１４７】
　右ガイド部６１０Ｒは、図３３～図３４に示すように、右ガイド部材６１１Ｒと、第１
右ガイド用ラックギヤ６２１Ｒと、第２右ガイド用ラックギヤ６２２Ｒと、右カバー部材
６２３Ｒとを有して構成される。右ガイド部材６１１Ｒは、ＡＢＳ樹脂等の樹脂材料を用
いて、左ガイド部材６１１Ｌと略左右対称（上下に延びる面対称）に形成される。右ガイ
ド部材６１１Ｒは、左ガイド部材６１１Ｌと略平行に配置され、左ガイド部材６１１Ｌと
右ガイド部材６１１Ｒとの間に、第１および第２シャッター６４０，６６０によって開閉
可能な開閉領域ＦＤが形成される。右ガイド部材６１１Ｒの上端部には、第１フレーム部
６３０の右端部と連結される第１右フレーム連結部６１２Ｒが形成される。右ガイド部材
６１１Ｒの下端部には、第２フレーム部６３５の右端部と連結される第２右フレーム連結
部６１３Ｒが形成される。
【０１４８】
　右ガイド部材６１１Ｒの内側部上側（左側部上側）には、右ガイド部材６１１Ｒの延伸
方向に沿って上下に直線的に延びる第１右駆動側ガイド溝６１４Ｒが形成される。第１右
駆動側ガイド溝６１４Ｒには、第１駆動側シャッター部材６４１の第１右駆動側ガイドピ
ン６４２Ｒがスライド移動自在に係合する。右ガイド部材６１１Ｒの内側部下側（左側部
下側）には、第１右駆動側ガイド溝６１４Ｒの下方に繋がって上下に直線的に延びる第２
第２右駆動側ガイド溝６１５Ｒが形成される。第２右駆動側ガイド溝６１５Ｒには、第２
駆動側シャッター部材６６１の第２右駆動側ガイドピン６６２Ｒがスライド移動自在に係
合する。また、右ガイド部材６１１Ｒの内側部上側には、第１右駆動側ガイド溝６１４Ｒ
の前方に略平行に並んで上下に直線的に延びる第１右従動側ガイド溝６１６Ｒが形成され
る。第１右従動側ガイド溝６１６Ｒには、第１従動側シャッター部材６５１の第１右従動
側ガイドピン６５２Ｒがスライド移動自在に係合する。また、右ガイド部材６１１Ｒの内
側部下側には、第１右従動側ガイド溝６１６Ｒの下方に繋がって上下に直線的に延びる第
２右従動側ガイド溝６１７Ｒが形成される。第２右従動側ガイド溝６１７Ｒには、第２従
動側シャッター部材の第２右従動側ガイドピン６７２Ｒがスライド移動自在に係合する。
【０１４９】
　右ガイド部材６１１Ｒの側部上側における第１右駆動側ガイド溝６１４Ｒと第１右従動
側ガイド溝６１６Ｒとの間には、第１右ラックギヤ取付部６１８Ｒが左右に貫通する穴状
に形成される。第１右ラックギヤ取付部６１８Ｒには、第１右ガイド用ラックギヤ６２１
Ｒが右ガイド部材６１１Ｒの外部側方（右側方）から着脱可能に取り付けられる。右ガイ
ド部材６１１Ｒの側部下側における第２右駆動側ガイド溝６１５Ｒと第２右従動側ガイド
溝６１７Ｒとの間には、第２右ラックギヤ取付部６１９Ｒが左右に貫通する穴状に形成さ
れる。第２右ラックギヤ取付部６１９Ｒには、第２右ガイド用ラックギヤ６２２Ｒが右ガ
イド部材６１１Ｒの外部側方から着脱可能に取り付けられる。
【０１５０】
　第１右ガイド用ラックギヤ６２１Ｒは、第１左ガイド用ラックギヤ６２１Ｌと同様に形
成され、右ガイド部材６１１Ｒと略平行に右ガイド部材６１１Ｒの内側（右側）を向いて
第１右ラックギヤ取付部６１８Ｒに取り付けられる。これにより、第１右ラックギヤ取付
部６１８Ｒに取り付けられた第１右ガイド用ラックギヤ６２１Ｒは、第１シャッター６４
０の第１右ガイド用ピニオンギヤ６４６Ｒと噛合する。第２右ガイド用ラックギヤ６２２
Ｒは、第１左ガイド用ラックギヤ６２１Ｌと同様に形成され、右ガイド部材６１１Ｒと略
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平行に右ガイド部材６１１Ｒの内側を向いて第２右ラックギヤ取付部６１９Ｒに取り付け
られる。これにより、第２右ラックギヤ取付部６１９Ｒに取り付けられた第２右ガイド用
ラックギヤ６２２Ｒは、第２シャッター６６０の第２右ガイド用ピニオンギヤ６６６Ｒと
噛合する。
【０１５１】
　右カバー部材６２３Ｒは、金属材料を用いて断面視Ｌ字形の板状に形成され、カバー固
定ネジ６２４Ｒを用いて、右ガイド部材６１１Ｒの前面および外側面（右側面）を覆って
右ガイド部材６１１Ｒに取り付け固定される。これにより、第１右ガイド用ラックギヤ６
２１Ｒは、右カバー部材６２３Ｒによって外側が覆われた状態で第１右ラックギヤ取付部
６１８Ｒに取り付け固定され、第２右ガイド用ラックギヤ６２２Ｒは、右カバー部材６２
３Ｒによって外側が覆われた状態で第２右ラックギヤ取付部６１９Ｒに取り付け固定され
る。なお、右ガイド部材６１１Ｒの下部後側には、第２シャッター６６０の第２ガイド側
検出片６６４を検出可能な第２ガイド側開閉センサ６２７が取り付けられる。
【０１５２】
　第１フレーム部６３０は、金属材料を用いて板状に形成される。第１フレーム部６３０
は、左カバー部材６２３Ｌおよび右ガイド部材６１１Ｒの上端部と連結され、左カバー部
材６２３Ｌおよび右ガイド部材６１１Ｒを略平行に保持する。第２フレーム部６３５は、
金属材料を用いて板状に形成される。第２フレーム部６３５は、左カバー部材６２３Ｌお
よび右ガイド部材６１１Ｒの下端部と連結され、左カバー部材６２３Ｌおよび右ガイド部
材６１１Ｒを略平行に保持する。
【０１５３】
　第１シャッター６４０は、左右のガイド部材６１１Ｌ，６１１Ｒの間隙部における長手
方向の上側に上下に変位可能に取り付けられる。第２シャッター６６０は、左右のガイド
部材６１１Ｌ，６１１Ｒの間隙部における長手方向の下側に、第１シャッター６４０と反
対の向きに上下に変位可能に取り付けられる。これにより、左右のガイド部材６１１Ｌ，
６１１Ｒの間隙部における第１シャッター６４０と第２シャッター６６０との中間部分に
、長方形状の開閉領域ＦＤが形成される。シャッター装置６００は、第１シャッター６４
０と第２シャッター６６０とが互いに離れるように変位して開閉領域ＦＤを開き（図３０
～図３１を参照）、第１シャッター６４０と第２シャッター６６０とが互いに近づくよう
に変位して開閉領域ＦＤを閉じるように構成される（図２７～図２８を参照）。
【０１５４】
　第１シャッター６４０は、第１駆動側シャッター部材６４１と、第１従動側シャッター
部材６５１とを有して構成される。第１駆動側シャッター部材６４１は、樹脂材料を用い
て平板状に形成される。第１駆動側シャッター部材６４１の左側端部には、第１左駆動側
ガイドピン６４２Ｌが形成されており、左ガイド部材６１１Ｌの第１左駆動側ガイド溝６
１４Ｌにスライド移動自在に係合する。第１駆動側シャッター部材６４１の右側端部には
、第１右駆動側ガイドピン６４２Ｒが形成されており、右ガイド部材６１１Ｒの第１右駆
動側ガイド溝６１４Ｒにスライド移動自在に係合する。これにより、第１駆動側シャッタ
ー部材６４１は、左右のガイド部材６１１Ｌ，６１１Ｒの上側にスライド移動自在に取り
付けられる。
【０１５５】
　第１駆動側シャッター部材６４１の中央部後面側には、第１シャッター駆動部６８０の
第１伝達ギヤ６８４と噛合する第１駆動用ラックギヤ６４３が設けられる。第１駆動用ラ
ックギヤ６４３は、第１駆動側シャッター部材６４１のスライド移動方向に沿って直線的
に延びるように形成される。また、第１駆動側シャッター部材６４１の後面側の左方には
、左ガイド部材６１１Ｌに取り付けられた第１ガイド側開閉センサ６２６が検出可能な第
１ガイド側検出片６４４と、第１シャッター駆動部６８０に取り付けられた第１駆動側開
閉センサ６８７が検出可能な第１モータ側検出片６４５とが形成される。第１シャッター
６４０が開閉領域ＦＤの全体を開く開放位置に変位すると、第１ガイド側開閉センサ６２
６が第１ガイド側検出片６４４を検出する検出状態になるとともに、第１駆動側開閉セン
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サ６８７が第１モータ側検出片６４５を検出する検出状態になる。一方、第１シャッター
６４０が開閉領域ＦＤを閉じる閉鎖位置に変位すると、第１ガイド側開閉センサ６２６お
よび第１駆動側開閉センサ６８７がともに非検出状態になる。
【０１５６】
　第１駆動側シャッター部材６４１の左側端部前面側には、第１左ガイド用ピニオンギヤ
６４６Ｌが第１左ガイド用ピニオンシャフト６４７Ｌを用いて回転自在に取り付けられる
。第１左ガイド用ピニオンギヤ６４６Ｌは、左ガイド部６１０Ｌの第１左ガイド用ラック
ギヤ６２１Ｌおよび第１従動側シャッター部材６５１の第１左シャッター用ラックギヤ６
５６Ｌと噛合する（図２９を参照）。第１駆動側シャッター部材６４１の右側端部前面側
には、第１右ガイド用ピニオンギヤ６４６Ｒが第１右ガイド用ピニオンシャフト６４７Ｒ
を用いて回転自在に取り付けられる。第１右ガイド用ピニオンギヤ６４６Ｒは、右ガイド
部６１０Ｒの第１右ガイド用ラックギヤ６２１Ｒおよび第１従動側シャッター部材６５１
の第１右シャッター用ラックギヤ６５６Ｒと噛合する（図２９を参照）。
【０１５７】
　第１従動側シャッター部材６５１は、樹脂材料を用いて平板状に形成される。第１従動
側シャッター部材６５１の左側端部には、第１左従動側ガイドピン６５２Ｌが形成されて
おり、左ガイド部材６１１Ｌの第１左従動側ガイド溝６１６Ｌにスライド移動自在に係合
する。第１従動側シャッター部材６５１の右側端部には、第１右従動側ガイドピン６５２
Ｒが形成されており、右ガイド部材６１１Ｒの第１右従動側ガイド溝６１６Ｒにスライド
移動自在に係合する。これにより、第１従動側シャッター部材６５１は、左右のガイド部
材６１１Ｌ，６１１Ｒの上側に第１駆動側シャッター部材６４１の移動方向と同じ方向に
略平行にスライド移動自在に取り付けられる。
【０１５８】
　第１従動側シャッター部材６５１の後面側の左方には、第１駆動側シャッター部材６４
１の第１左ガイド用ピニオンギヤ６４６Ｌと噛合する第１左シャッター用ラックギヤ６５
６Ｌが設けられる。第１左シャッター用ラックギヤ６５６Ｌは、左ガイド部６１０Ｌの第
１左ガイド用ラックギヤ６２１Ｌと対向して直線的に延びるように形成される。第１従動
側シャッター部材６５１の後面側の右方には、第１駆動側シャッター部材６４１の第１右
ガイド用ピニオンギヤ６４６Ｒと噛合する第１右シャッター用ラックギヤ６５６Ｒが設け
られる。第１右シャッター用ラックギヤ６５６Ｒは、右ガイド部６１０Ｒの第１右ガイド
用ラックギヤ６２１Ｒと対向して直線的に延びるように形成される。これにより、第１左
ガイド用ピニオンギヤ６４６Ｌおよび第１右ガイド用ピニオンギヤ６４６Ｒの回転に応じ
て、第１左シャッター用ラックギヤ６５６Ｌおよび第１右シャッター用ラックギヤ６５６
Ｒとともに第１従動側シャッター部材６５１が第１駆動側シャッター部材６４１に対して
相対移動することにより、第１駆動側シャッター部材６４１と第１従動側シャッター部材
６５１とが連動して開閉領域ＦＤを開閉可能に構成される。
【０１５９】
　第２シャッター６６０は、第２駆動側シャッター部材６６１と、第２従動側シャッター
部材６７１とを有して構成される。第２駆動側シャッター部材６６１は、樹脂材料を用い
て平板状に形成される。第２駆動側シャッター部材６６１の左側端部には、第２左駆動側
ガイドピン（図示せず）が形成されており、左ガイド部材６１１Ｌの第２左駆動側ガイド
溝６１５Ｌにスライド移動自在に係合する。第２駆動側シャッター部材６６１の右側端部
には、第２右駆動側ガイドピン６６２Ｒが形成されており、右ガイド部材６１１Ｒの第２
右駆動側ガイド溝６１５Ｒにスライド移動自在に係合する。これにより、第２駆動側シャ
ッター部材６６１は、左右のガイド部材６１１Ｌ，６１１Ｒの下側にスライド移動自在に
取り付けられる。
【０１６０】
　第２駆動側シャッター部材６６１の中央部後面側には、第２シャッター駆動部６９０の
第２伝達ギヤ６９４と噛合する第２駆動用ラックギヤ６６３が設けられる。第２駆動用ラ
ックギヤ６６３は、第２駆動側シャッター部材６６１のスライド移動方向に沿って直線的
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に延びるように形成される。また、第２駆動側シャッター部材６６１の後面側の左方には
、右ガイド部材６１１Ｒに取り付けられた第２ガイド側開閉センサ６２７が検出可能な第
２ガイド側検出片６６４と、第２シャッター駆動部６９０に取り付けられた第２駆動側開
閉センサ６９７が検出可能な第２モータ側検出片６６５とが形成される。第２シャッター
６６０が開閉領域ＦＤの全体を開く開放位置に変位すると、第２ガイド側開閉センサ６２
７が第２ガイド側検出片６６４を検出する検出状態になるとともに、第２駆動側開閉セン
サ６９７が第２モータ側検出片６６５を検出する検出状態になる。一方、第２シャッター
６６０が開閉領域ＦＤを閉じる閉鎖位置に変位すると、第２ガイド側開閉センサ６２７お
よび第２駆動側開閉センサ６９７がともに非検出状態になる。
【０１６１】
　第２駆動側シャッター部材６６１の左側端部前面側には、第２左ガイド用ピニオンギヤ
（図示せず）が第２左ガイド用ピニオンシャフト（図示せず）を用いて回転自在に取り付
けられる。第２左ガイド用ピニオンギヤ（図示せず）は、左ガイド部６１０Ｌの第２左ガ
イド用ラックギヤ６２２Ｌおよび第２従動側シャッター部材６７１の第２左シャッター用
ラックギヤ６７６Ｌと噛合する。第２駆動側シャッター部材６６１の右側端部前面側には
、第２右ガイド用ピニオンギヤ６６６Ｒが第２右ガイド用ピニオンシャフト（図示せず）
を用いて回転自在に取り付けられる。第２右ガイド用ピニオンギヤ６６６Ｒは、右ガイド
部６１０Ｒの第２右ガイド用ラックギヤ６２２Ｒおよび第２従動側シャッター部材６７１
の第２右シャッター用ラックギヤ６７６Ｒと噛合する。
【０１６２】
　第２従動側シャッター部材６７１は、樹脂材料を用いて平板状に形成される。第２従動
側シャッター部材６７１の左側端部には、第２左従動側ガイドピン（図示せず）が形成さ
れており、左ガイド部材６１１Ｌの第２左従動側ガイド溝６１７Ｌにスライド移動自在に
係合する。第２従動側シャッター部材６７１の右側端部には、第２右従動側ガイドピン６
７２Ｒが形成されており、右ガイド部材６１１Ｒの第２右従動側ガイド溝６１７Ｒにスラ
イド移動自在に係合する。これにより、第２従動側シャッター部材６７１は、左右のガイ
ド部材６１１Ｌ，６１１Ｒの下側に第２駆動側シャッター部材６６１の移動方向と同じ方
向に略平行にスライド移動自在に取り付けられる。
【０１６３】
　第２従動側シャッター部材６７１の後面側の左方には、第２駆動側シャッター部材６６
１の第２左ガイド用ピニオンギヤ（図示せず）と噛合する第２左シャッター用ラックギヤ
６７６Ｌが設けられる。第２左シャッター用ラックギヤ６７６Ｌは、左ガイド部６１０Ｌ
の第２左ガイド用ラックギヤ６２２Ｌと対向して直線的に延びるように形成される。第２
従動側シャッター部材６７１の後面側の右方には、第２駆動側シャッター部材６６１の第
２右ガイド用ピニオンギヤ６６６Ｒと噛合する第２右シャッター用ラックギヤ６７６Ｒが
設けられる。第２右シャッター用ラックギヤ６７６Ｒは、右ガイド部６１０Ｒの第２右ガ
イド用ラックギヤ６２２Ｒと対向して直線的に延びるように形成される。これにより、第
２左ガイド用ピニオンギヤ（図示せず）および第２右ガイド用ピニオンギヤ６６６Ｒの回
転に応じて、第２左シャッター用ラックギヤ６７６Ｌおよび第２右シャッター用ラックギ
ヤ６７６Ｒとともに第２従動側シャッター部材６７１が第２駆動側シャッター部材６６１
に対して相対移動することにより、第２駆動側シャッター部材６６１と第２従動側シャッ
ター部材６７１とが連動して開閉領域ＦＤを開閉可能に構成される。
【０１６４】
　第１シャッター駆動部６８０は、第１ギヤボックス部６８１と、第１駆動モータ６８２
と、第１ピニオンギヤ６８３と、第１伝達ギヤ６８４とを有して構成される。第１ギヤボ
ックス部６８１は、樹脂材料を用いて、各部に開口部が形成された箱状に形成される。第
１ギヤボックス部６８１の内部には、第１ピニオンギヤ６８３および第１伝達ギヤ６８４
が互いに噛合して回転自在に収容される。第１ギヤボックス部６８１は、第１伝達ギヤ６
８４が第１駆動側シャッター部材６４１の第１駆動用ラックギヤ６４３と噛合するように
、左右のガイド部材６１１Ｌ，６１１Ｒの上部後側に取り付けられる。これにより、図３
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２に示すように、第１ピニオンギヤ６８３が第１伝達ギヤ６８４を介して第１駆動側シャ
ッター部材６４１の第１駆動用ラックギヤ６４３と噛合する。
【０１６５】
　第１駆動モータ６８２は、第１ギヤボックス部６８１の右側部に取り付けられ、第１駆
動モータ６８２の回転軸に第１ピニオンギヤ６８３が連結されるようになっている。第１
ピニオンギヤ６８３は、第１駆動モータ６８２の回転駆動力を、第１伝達ギヤ６８４を介
して第１駆動側シャッター部材６４１の第１駆動用ラックギヤ６４３に伝達する。これに
より、第１駆動モータ６８２の回転駆動力が第１駆動用ラックギヤ６４３において直線運
動の駆動力に変換され、第１シャッター駆動部６８０が第１駆動側シャッター部材６４１
を上下方向に駆動して第１シャッター６４０を上下に変位させる。第１シャッター駆動部
６８０は、演出制御ユニット５０６と電気的に接続され、演出制御ユニット５０６から送
信された駆動制御信号に応じて、第１駆動側シャッター部材６４１を駆動する。なお、第
１伝達ギヤ６８４は、図３２に示すように複数のギヤから構成され、第１ピニオンギヤ６
８３および第１駆動用ラックギヤ６４３と噛合する。また、第１ギヤボックス部６８１の
左側部には、第１シャッター６４０の第１モータ側検出片６４５を検出可能な第１駆動側
開閉センサ６８７が取り付けられる。
【０１６６】
　第２シャッター駆動部６９０は、第２ギヤボックス部６９１と、第２駆動モータ６９２
と、第２ピニオンギヤ６９３と、第２伝達ギヤ６９４とを有して構成される。第２ギヤボ
ックス部６９１は、樹脂材料を用いて、各部に開口部が形成された箱状に形成される。第
２ギヤボックス部６９１の内部には、第２ピニオンギヤ６９３および第２伝達ギヤ６９４
が互いに噛合して回転自在に収容される。第２ギヤボックス部６９１は、第２伝達ギヤ６
９４が第２駆動側シャッター部材６６１の第２駆動用ラックギヤ６６３と噛合するように
、左右のガイド部材６１１Ｌ，６１１Ｒの下部後側に取り付けられる。これにより、第２
ピニオンギヤ６９３が第２伝達ギヤ６９４を介して第２駆動側シャッター部材６６１の第
２駆動用ラックギヤ６６３と噛合する。
【０１６７】
　第２駆動モータ６９２は、第２ギヤボックス部６９１の左側部に取り付けられ、第２駆
動モータ６９２の回転軸に第２ピニオンギヤ６９３が連結されるようになっている。第２
ピニオンギヤ６９３は、第２駆動モータ６９２の回転駆動力を、第２伝達ギヤ６９４を介
して第２駆動側シャッター部材６６１の第２駆動用ラックギヤ６６３に伝達する。これに
より、第２駆動モータ６９２の回転駆動力が第２駆動用ラックギヤ６６３において直線運
動の駆動力に変換され、第２シャッター駆動部６９０が第２駆動側シャッター部材６６１
を上下方向に駆動して第２シャッター６６０を上下に変位させる。第２シャッター駆動部
６９０は、演出制御ユニット５０６と電気的に接続され、演出制御ユニット５０６から送
信された駆動制御信号に応じて、第２駆動側シャッター部材６６１を駆動する。なお、第
２伝達ギヤ６９４は、第１伝達ギヤ６８４と同様に複数のギヤから構成され、第２ピニオ
ンギヤ６９３および第２駆動用ラックギヤ６６３と噛合する。また、第２ギヤボックス部
６９１の右側部には、第２シャッター６６０の第２モータ側検出片６６５を検出可能な第
１駆動側開閉センサ６８７が取り付けられる。
【０１６８】
　以上のように構成されるシャッター装置６００を組み立てるには、まず、左ガイド部材
６１１Ｌと右ガイド部材６１１Ｒとの間に、第１シャッター６４０、第２シャッター６６
０、第１シャッター駆動部６８０、および第２シャッター駆動部６９０等を組み付けて、
左カバー部材６２３Ｌおよび右ガイド部材６１１Ｒの上端部に第１フレーム部６３０を連
結し、左カバー部材６２３Ｌおよび右ガイド部材６１１Ｒの下端部に第２フレーム部６３
５を連結する。このとき、第１左ガイド用ラックギヤ６２１Ｌ、第２左ガイド用ラックギ
ヤ６２２Ｌ、第１右ガイド用ラックギヤ６２１Ｒ、および第２右ガイド用ラックギヤ６２
２Ｒを取り外した状態であるため、上述の組み付け作業時に、各部のガイド用ピニオンギ
ヤに対するガイド用ラックギヤの位置合わせを同時に行う必要がなく、上述の組み付け作
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業を容易に行うことができる。
【０１６９】
　次に、第１左ガイド用ラックギヤ６２１Ｌを、第１シャッター６４０の第１左ガイド用
ピニオンギヤ６４６Ｌと噛合するように、左ガイド部材６１１Ｌの第１左ラックギヤ取付
部６１８Ｌに取り付ける。また、第２左ガイド用ラックギヤ６２２Ｌを、第２シャッター
６６０の第２左ガイド用ピニオンギヤ（図示せず）と噛合するように、左ガイド部材６１
１Ｌの第２左ラックギヤ取付部６１９Ｌに取り付ける。また、第１右ガイド用ラックギヤ
６２１Ｒを、第１シャッター６４０の第１右ガイド用ピニオンギヤ６４６Ｒと噛合するよ
うに、右ガイド部材６１１Ｒの第１右ラックギヤ取付部６１８Ｒに取り付ける。また、第
２右ガイド用ラックギヤ６２２Ｒを、第２シャッター６６０の第２右ガイド用ピニオンギ
ヤ６６６Ｒと噛合するように、右ガイド部材６１１Ｒの第２右ラックギヤ取付部６１９Ｒ
に取り付ける。
【０１７０】
　次に、カバー固定ネジ（図示せず）を用いて、左カバー部材６２３Ｌを左ガイド部材６
１１Ｌに取り付け固定する。これにより、第１左ガイド用ラックギヤ６２１Ｌは、左カバ
ー部材６２３Ｌによって外側が覆われた状態で第１左ラックギヤ取付部６１８Ｌに取り付
け固定され、第２左ガイド用ラックギヤ６２２Ｌは、左カバー部材６２３Ｌによって外側
が覆われた状態で第２左ラックギヤ取付部６１９Ｌに取り付け固定される。また、カバー
固定ネジ６２４Ｒを用いて、右カバー部材６２３Ｒを右ガイド部材６１１Ｒに取り付け固
定する。これにより、第１右ガイド用ラックギヤ６２１Ｒは、右カバー部材６２３Ｒによ
って外側が覆われた状態で第１右ラックギヤ取付部６１８Ｒに取り付け固定され、第２右
ガイド用ラックギヤ６２２Ｒは、右カバー部材６２３Ｒによって外側が覆われた状態で第
２右ラックギヤ取付部６１９Ｒに取り付け固定される。このようにして、シャッター装置
６００を容易に組み立てることが可能である。
【０１７１】
　このようなシャッター装置６００において、開閉領域ＦＤが開放される際、第１シャッ
ター駆動部６８０は、第１駆動側シャッター部材６４１を上方に移動させ、第２シャッタ
ー駆動部６９０は、第２駆動側シャッター部材６６１を下方に移動させる。このとき、図
３０～図３１に示すように、第１駆動側シャッター部材６４１および第１従動側シャッタ
ー部材６５１は、互いに重なり合うように左右のガイド部材６１１Ｌ，６１１Ｒの上側に
移動して、第１シャッター６４０が開閉領域ＦＤを開く開放位置に変位する。また、第２
駆動側シャッター部材６６１および第２従動側シャッター部材６７１は、互いに重なり合
うように左右のガイド部材６１１Ｌ，６１１Ｒの下側に移動して、第２シャッター６６０
が開閉領域ＦＤを開く開放位置に変位する。
【０１７２】
　一方、開閉領域ＦＤが閉鎖される際、第１シャッター駆動部６８０は、第１駆動側シャ
ッター部材６４１を下方に移動させ、第２シャッター駆動部６９０は、第２駆動側シャッ
ター部材６６１を上方に移動させる。第１駆動側シャッター部材６４１が下方に移動する
とき、第１左ガイド用ラックギヤ６２１Ｌおよび第１右ガイド用ラックギヤ６２１Ｒと噛
合した第１左ガイド用ピニオンギヤ６４６Ｌおよび第１右ガイド用ピニオンギヤ６４６Ｒ
が回転する。この回転に応じて、第１左シャッター用ラックギヤ６５６Ｌおよび第１右シ
ャッター用ラックギヤ６５６Ｒとともに第１従動側シャッター部材６５１が第１駆動側シ
ャッター部材６４１に対して下方に相対移動する。これにより、図２７～図２８に示すよ
うに、第１従動側シャッター部材６５１が第１駆動側シャッター部材６４１に対して下方
にずれて重なるように移動し、第１シャッター６４０が開閉領域ＦＤを閉じる閉鎖位置に
変位する。
【０１７３】
　また、第２駆動側シャッター部材６６１を上方に移動するとき、第２左ガイド用ラック
ギヤ６２２Ｌおよび第２右ガイド用ラックギヤ６２２Ｒと噛合した第２左ガイド用ピニオ
ンギヤ（図示せず）および第２右ガイド用ピニオンギヤ６６６Ｒが回転する。この回転に



(37) JP 2016-19637 A 2016.2.4

10

20

30

40

50

応じて、第２左シャッター用ラックギヤ６７６Ｌおよび第２右シャッター用ラックギヤ６
７６Ｒとともに第２従動側シャッター部材６７１が第２駆動側シャッター部材６６１に対
して上方に相対移動する。これにより、第２従動側シャッター部材６７１が第２駆動側シ
ャッター部材６６１に対して上方にずれて重なるように移動し、第２シャッター６６０が
開閉領域ＦＤを閉じる閉鎖位置に変位する。このようにして、シャッター装置６００は、
第１シャッター６４０および第２シャッター６６０により開閉領域ＦＤを開閉することが
できる。
【０１７４】
　［中継基板ケースユニットの構成］
　次に、本実施形態に係る中継基板ケースユニット７００について図３５～図３９を参照
して説明する。中継基板ケースユニット７００は、図３５～図３７に示すように、中継基
板７１０と、中継基板７１０を収容する中継基板ケース７２０とを主体に構成される。ま
た、中継基板ケースユニット７００の上方近傍に、配線カバー８００が取り付けられるよ
うになっている。中継基板７１０は、ベットスイッチユニット２００、スタートスイッチ
３３、ストップスイッチユニット３００、およびメダルセレクタ３７と、主制御装置１５
（主制御基板）とに電気的に接続され、ベットスイッチユニット２００、スタートスイッ
チ３３、ストップスイッチユニット３００、およびメダルセレクタ３７から出力された各
種検出信号を主制御装置１５に対して送信可能に構成される。
【０１７５】
　中継基板７１０は、図３７に示すように、各種電子部品（電子素子）と、これらが実装
されるプリント基板７１１とを有して構成される。中継基板７１０の上側には、図３７の
左側から順に、ストップスイッチ用コネクタ７１２と、ベットスイッチ用コネクタ７１３
と、表示器用コネクタ７１４と、スタートスイッチ用コネクタ７１５とが配設される。中
継基板７１０の下側には、図３７の左側から順に、メダルセレクタ用コネクタ７１６と、
主制御装置用コネクタ７１７とが配設される。
【０１７６】
　ストップスイッチ用コネクタ７１２には、ストップスイッチユニット３００と繋がるス
トップスイッチケーブル８５２（図３８を参照）が電気的に接続される。ベットスイッチ
用コネクタ７１３には、ベットスイッチ用コネクタ７１３と繋がるベットスイッチケーブ
ル８５３（図３８を参照）が電気的に接続される。表示器用コネクタ７１４には、不図示
の表示器と繋がる表示器用ケーブル８５４（図３８を参照）が電気的に接続される。スタ
ートスイッチ用コネクタ７１５には、スタートスイッチ３３と繋がるスタートスイッチケ
ーブル８５５（図３８を参照）が電気的に接続される。メダルセレクタ用コネクタ７１６
には、メダルセレクタ３７と繋がるメダルセンサケーブル８５６（図３８を参照）が電気
的に接続される。主制御装置用コネクタ７１７には、主制御装置１５（主制御基板）と繋
がる主制御用ワイヤーハーネス（図示せず）が電気的に接続される。
【０１７７】
　中継基板ケース７２０は、図３５～図３７に示すように、中継基板ケース本体７２１と
、中継基板ケース蓋７３１とを有し、中継基板ケース本体７２１と中継基板ケース蓋７３
１とが結合されて形成されるケース内部に、中継基板７１０を収容可能に構成される。中
継基板ケース７２０は、図３８に示すように、前面扉２０の下部後面側に設けられた基板
ケース取付部４２に取り付けられる。なお、基板ケース取付部４２は、詳細な図示を省略
するが、中継基板ケース７２０の一部に係止可能なボス部（図示せず）を有しており、中
継基板ケース７２０の上下方向の移動を規制可能に構成されている。前面扉２０の中央部
における操作パネル１００の後面側には、操作ユニット取付部２３の内部側に位置して、
ストップスイッチケーブル８５２、ベットスイッチケーブル８５３、表示器用ケーブル８
５４、スタートスイッチケーブル８５５、およびメダルセンサケーブル８５６等が配線さ
れた配線部４３が設けられる。このように、基板ケース取付部４２の上方近傍に配置され
た配線部４３に、当該配線部４３に配線された各ケーブルを覆う配線カバー８００が取り
付けられる。なお、配線部４３の下方に配線されるメダルセンサケーブル８５６は、不図
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示のケーブル保護チューブに覆われて保護されるようになっている。
【０１７８】
　中継基板ケース本体７２１は、透明の樹脂材料を用いて一方が開口した矩形箱状に形成
される。中継基板ケース本体７２１の底部には、ケース内部に収容された中継基板７１０
を支持するボス部７２２が複数形成される。中継基板ケース本体７２１の左右側部には、
中継基板ケース蓋７３１の係止爪部７３２が係止可能な係止穴部７２３が形成される。中
継基板ケース本体７２１の右上部（図３７における左上部）には、操作スイッチ用コネク
タカバー７６０のフランジ部７６１が上方から挿入されるカバー受容部７２４が形成され
る。中継基板ケース本体７２１の左上部（図３７における右上部）には、スタートスイッ
チカバー７５０のカバー結合部７５２と係合可能なスイッチカバー係合部７２５が形成さ
れる。
【０１７９】
　スタートスイッチカバー７５０は、透明の樹脂材料を用いて有底筒状に形成され、スタ
ートスイッチ３３の後面側を覆って配線部４３に取り付けられる。スタートスイッチカバ
ー７５０の後部には、スタートスイッチケーブル８５５が挿通される溝穴部７５１が下方
に延びて形成される。溝穴部７５１の下端部には、中継基板ケース本体７２１のスイッチ
カバー係合部７２５と係合可能なカバー結合部７５２が形成される。このカバー結合部７
５２の下方に、中継基板７１０のスタートスイッチ用コネクタ７１５が配置され、スター
トスイッチカバー７５０の内部側から溝穴部７５１に挿通されたスタートスイッチケーブ
ル８５５が、スタートスイッチ用コネクタ７１５と電気的に接続される。
【０１８０】
　中継基板ケース蓋７３１は、透明の樹脂材料を用いて一方が開口した矩形蓋状に形成さ
れる。中継基板ケース蓋７３１の左右側部には、中継基板ケース本体７２１の係止穴部７
２３に係止可能な係止爪部７３２が形成される。中継基板ケース蓋７３１の右側（図３７
における左側）には、結合ネジ（図示せず）が挿通されるとともに第１キャップ部材７８
１により塞がれる第１キャップ穴部７３３が形成される。同様に、中継基板ケース蓋７３
１の左側（図３７における右側）には、結合ネジ（図示せず）が挿通されるとともに第２
キャップ部材７８２により塞がれる第２キャップ穴部７３４が形成される。中継基板ケー
ス蓋７３１は、結合ネジ（図示せず）を用いて、中継基板７１０を覆うように中継基板ケ
ース本体７２１に結合される。
【０１８１】
　中継基板ケース蓋７３１の上部右側（図３７における上部左側）には、ストップスイッ
チ用コネクタ７１２、ベットスイッチ用コネクタ７１３、および表示器用コネクタ７１４
を露出させる操作スイッチ用コネクタ露出部７３５が形成される。中継基板ケース蓋７３
１の上部左側（図３７における上部右側）には、スタートスイッチ用コネクタ７１５を露
出させるスタートスイッチ用コネクタ露出部７３６が形成される。中継基板ケース蓋７３
１の下部には、メダルセレクタ用コネクタ７１６を露出させるメダルセレクタ用コネクタ
露出部７３７が形成される。
【０１８２】
　スタートスイッチ用コネクタ露出部７３６とスタートスイッチカバー７５０の溝穴部７
５１とに跨って、スタートスイッチ用コネクタカバー７５５が取り付けられる。スタート
スイッチ用コネクタカバー７５５は、透明の樹脂材料を用いて蓋状に形成される。スター
トスイッチ用コネクタカバー７５５は、ネジ等の固定部材（図示せず）を用いて、スター
トスイッチ用コネクタ露出部７３６のスタートスイッチ用コネクタ７１５と、溝穴部７５
１のスタートスイッチケーブル８５５とを覆うように、スタートスイッチカバー７５０の
後部に固定される。スタートスイッチ用コネクタカバー７５５の下部には、中継基板ケー
ス蓋７３１におけるスタートスイッチ用コネクタ露出部７３６の縁部内側に重なるオーバ
ーラップ部７５６が形成される。スタートスイッチ用コネクタカバー７５５の上部には、
ネジ等の固定部材（図示せず）が挿通されるとともに第３キャップ部材７８３により塞が
れる第３キャップ穴部７５７が形成される。
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【０１８３】
　メダルセレクタ用コネクタ露出部７３７には、メダルセレクタ用コネクタカバー７７０
が取り付けられる。メダルセレクタ用コネクタカバー７７０は、透明の樹脂材料を用いて
蓋状に形成される。メダルセレクタ用コネクタカバー７７０は、中継基板ケース本体７２
１の下部に上下方向に揺動自在に下端部が枢結され、メダルセレクタ用コネクタ７１６お
よびメダルセンサケーブル８５６の端部近傍を覆うように、中継基板ケース蓋７３１に形
成された係合爪７３８を用いてメダルセレクタ用コネクタ露出部７３７を開閉可能に構成
される。メダルセレクタ用コネクタカバー７７０には、中継基板ケース蓋７３１の係合爪
７３８と係合可能な係合穴７７１が形成される。
【０１８４】
　操作スイッチ用コネクタ露出部７３５には、操作スイッチ用コネクタカバー７６０が取
り付けられる。操作スイッチ用コネクタカバー７６０は、透明の樹脂材料を用いて蓋状に
形成される。操作スイッチ用コネクタカバー７６０は、ストップスイッチ用コネクタ７１
２およびストップスイッチケーブル８５２の端部近傍と、ベットスイッチ用コネクタ７１
３およびベットスイッチケーブル８５３の端部近傍と、表示器用コネクタ７１４および表
示器用ケーブル８５４の端部近傍とを覆うように、中継基板ケース蓋７３１の上部右側（
図３７における上部左側）に配設される。
【０１８５】
　操作スイッチ用コネクタカバー７６０の右側部（図３７における左側部）には、上方か
ら中継基板ケース本体７２１のカバー受容部７２４に挿入可能なフランジ部７６１が形成
される。操作スイッチ用コネクタカバー７６０の下部には、中継基板ケース蓋７３１にお
ける操作スイッチ用コネクタ露出部７３５の縁部７３５ａの内側に重なるオーバーラップ
部７６２が形成される。これにより、操作スイッチ用コネクタカバー７６０は、操作スイ
ッチ用コネクタ露出部７３５の上側近傍から、プリント基板７１１の実装面７１１ａに沿
った取り付け方向（下方向）に移動して操作スイッチ用コネクタ露出部７３５と係合する
ように取り付けられる。操作スイッチ用コネクタカバー７６０の上部後側には、ネジ等の
固定部材（図示せず）が挿通される凹部７６３が形成される。
【０１８６】
　操作スイッチ用コネクタカバー７６０は、ネジ等の固定部材（図示せず）を凹部７６３
に挿通させて中継基板ケース本体７２１に結合させることにより、中継基板ケース本体７
２１に対して固定される。操作スイッチ用コネクタカバー７６０と中継基板ケース本体７
２１との間隙部に、ケーブルを挿通可能な挿通穴部７６４が形成される。この挿通穴部７
６４に、ストップスイッチ用コネクタ７１２に繋がるストップスイッチケーブル８５２と
、ベットスイッチ用コネクタ７１３に繋がるベットスイッチケーブル８５３と、表示器用
コネクタ７１４に繋がる表示器用ケーブル８５４等が挿通される。
【０１８７】
　ところで、配線カバー８００は、操作スイッチ用コネクタカバー７６０の上方に近接し
て前面扉２０の配線部４３に取り付けられる。操作スイッチ用コネクタカバー７６０の上
部前側には、配線部４３における操作スイッチ用コネクタカバー７６０の近傍のケーブル
を配線カバー８００の下縁部（近接部８０５）に対して覆う配線カバー部７６５が形成さ
れる。また、操作スイッチ用コネクタカバー７６０の上部前側には、配線カバー８００に
設けられた第１カバー固定手段８１０の第１ロック片部８１１が係合可能なロック片係合
部７６６が形成される。
【０１８８】
　配線カバー８００は、透明の樹脂材料を用いて蓋状に形成される。配線カバー８００の
下部には、第１カバー固定手段８１０が回転自在に取り付けられる第１回転穴部８０１が
形成される。第１カバー固定手段８１０は、第１ロック片部８１１と、第１回転操作部８
１２とから構成される。第１カバー固定手段８１０は、作業者が第１回転操作部８１２を
回転させる操作を行うことにより、第１回転操作部８１２とともに第１ロック片部８１１
が回転して、操作スイッチ用コネクタカバー７６０のロック片係合部７６６に係脱可能に
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係合し、配線カバー８００を操作スイッチ用コネクタカバー７６０に対して固定すること
ができるようになっている。
【０１８９】
　配線カバー８００の上部には、第２カバー固定手段８２０が回転自在に取り付けられる
第２回転穴部８０２が形成される。第２カバー固定手段８２０は、第２ロック片部８２１
と、第２回転操作部８２２とから構成される。第２カバー固定手段８２０は、作業者が第
２回転操作部８２２を回転させる操作を行うことにより、第２回転操作部８２２とともに
第２ロック片部８２１が回転して、エスカッション３６の下部に形成されたロック片係合
部（図示せず）に係脱可能に係合し、配線カバー８００をエスカッション３６に対して固
定することができるようになっている。
【０１９０】
　以上のように構成される中継基板ケースユニット７００に対して、配線カバー８００は
、操作スイッチ用コネクタカバー７６０の上方に近接して前面扉２０の配線部４３に取り
付けられ、操作スイッチ用コネクタカバー７６０の取り付け方向と反対の方向（上方向）
への移動を規制するように構成されている。これにより、配線カバー８００を取り外さな
ければ、操作スイッチ用コネクタカバー７６０を中継基板ケース７２０から取り外すこと
ができないため、中継基板７１０に対する不正なアクセスを防止することが可能になる。
【０１９１】
　［副制御装置の構成］
　次に、本実施形態に係る副制御装置５０について図４０～図４１を参照して説明する。
副制御装置５０は、サブメイン基板６０と、サブメイン基板６０を収容する副基板ケース
７０とを主体に構成された基板ケースユニットである。サブメイン基板６０は、主制御装
置１５（主制御基板）からの出力情報（コマンドデータ）に基づいて、演出抽選など演出
決定処理を行う。
【０１９２】
　サブメイン基板６０は、サブメインＣＰＵ（Central　Processing　Unit）、拡張ワー
クＲＡＭ（Random　Access　Memory）、プログラムＲＯＭ（Read　Only　Memory）等の電
子部品（電子素子）と、副基板側光コネクタ６２等の電気部品と、これらが実装されるプ
リント基板６１とから構成される。また、サブメイン基板６０の各部には、複数の電気コ
ネクタ６３，６３，…が配設される。
【０１９３】
　副基板側光コネクタ６２は、光通信ケーブル９００を介して主制御装置１５（主制御基
板）と副制御装置５０（サブメイン基板６０）と接続するための光コネクタであり、サブ
メイン基板６０の上端部近傍に後方を向いて配設される。副基板側光コネクタ６２には、
光通信ケーブル９００のケーブル側コネクタ９２０がプリント基板６１の実装面６１ａに
沿って嵌合接続されるようになっている。ケーブル側コネクタ９２０が副基板側光コネク
タ６２と嵌合した状態で、ケーブル側コネクタ９２０から突出する光通信ケーブル９００
の端部と、副基板側光コネクタ６２に内蔵された受光素子（図示せず）とが、互いに近接
した状態で対向配置される。これにより、光通信ケーブル９００から伝送された光信号が
副基板側光コネクタ６２の受光素子において電気信号（指令信号）に変換され、当該受光
素子からサブメイン基板６０の指令信号受信回路（図示せず）に指令信号が送信される。
【０１９４】
　副基板ケース７０は、副基板ケース本体７１と、副基板ケース蓋８１と、連結部材９１
とを有し、副基板ケース本体７１と副基板ケース蓋８１とが結合されて形成されるケース
内部に、サブメイン基板６０を収容可能に構成される。副基板ケース７０は、基体部１０
の左側板部の上側内面に固設されたサブ側ブラケット部材（図示せず）に取り付けられる
。副基板ケース本体７１は、透明の樹脂材料を用いて一方が開口した矩形箱状に形成され
る。副基板ケース本体７１の底部には、ケース内部に収容されたサブメイン基板６０を支
持する支持リブ７２が複数形成される。副基板ケース本体７１の上下側部には、副基板ケ
ース蓋８１の蓋側スライド係合部８２と係合可能な鉤爪状の本体側スライド係合部７３が
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形成される。副基板ケース本体７１の前端部には、連結部材９１の先端側を受容して係合
可能な箱状の本体側連結部７４が形成される。本体側連結部７４の表面には、副基板ケー
ス７０に形成される識別マーク９５の一部（半分の領域）を構成する第１マーク構成部９
５ａがシボ加工等により形成される。
【０１９５】
　副基板ケース蓋８１は、透明の樹脂材料を用いて一方が開口した矩形蓋状に形成される
。副基板ケース蓋８１の上下側部には、副基板ケース本体７１の本体側スライド係合部７
３と係合可能な突起状の蓋側スライド係合部８２が形成される。副基板ケース蓋８１を副
基板ケース本体７１に重ねた状態で、副基板ケース蓋８１を副基板ケース本体７１に対し
て前方にスライド移動させることにより、本体側スライド係合部７３と蓋側スライド係合
部８２とが係合可能に構成される。本体側スライド係合部７３と蓋側スライド係合部８２
とが係合した状態で、副基板ケース本体７１と副基板ケース蓋８１とが結合される。
【０１９６】
　副基板ケース蓋８１の前端部には、連結部材９１の基端側を受容して係合可能な一対の
板状の蓋側連結部８３が形成される。蓋側連結部８３の底部には、連結部材９１の基端側
の係合穴（図示せず）に係合可能な係合突起８４が形成される。蓋側連結部８３の天井部
には、副基板ケース７０に形成される識別マーク９５の一部（１／４の領域）を構成する
第２マーク構成部９５ｂがシボ加工等により形成される。副基板ケース蓋８１の天井部に
は、サブメイン基板６０の各部に設けられた電気コネクタ６３を露出させるコネクタ露出
部８５が複数形成される。
【０１９７】
　連結部材９１は、樹脂材料を用いてブロック状に形成される。連結部材９１の先端側に
は、本体側連結部７４の溝部（図示せず）に係合可能な係合爪９３が形成される。連結部
材９１の基端側には、蓋側連結部８３の係合突起８４と係合可能な係合穴（図示せず）が
形成される。連結部材９１の先端側と本体側連結部７４とが係合するとともに、連結部材
９１の基端側と蓋側連結部８３とが係合することにより、連結部材９１を介して本体側連
結部７４と蓋側連結部８３とが連結可能に構成される。連結部材９１の表面には、副基板
ケース７０に形成される識別マーク９５の一部（１／４の領域）を構成する第３マーク構
成部９５ｃがシボ加工等により形成される。識別マーク９５として、例えば、２次元コー
ドやバーコード等が用いられる。
【０１９８】
　以上のように構成される副制御装置５０を組み立てるには、まず、サブメイン基板６０
を副基板ケース本体７１の底部に載置する。次に、連結部材９１の係合穴（図示せず）と
蓋側連結部８３の係合突起８４とを係合させ、連結部材９１の基端側を蓋側連結部８３に
受容させて係合させる。次に、副基板ケース蓋８１を副基板ケース本体７１に重ねた状態
で、副基板ケース蓋８１を副基板ケース本体７１に対して前方にスライド移動させること
により、本体側スライド係合部７３と蓋側スライド係合部８２とを係合させる。このとき
、蓋側連結部８３と係合した連結部材９１の先端側が本体側連結部７４と係合する。これ
により、本体側スライド係合部７３と蓋側スライド係合部８２とが係合した状態で、副基
板ケース本体７１と副基板ケース蓋８１とが結合される。また、連結部材９１の先端側と
本体側連結部７４とが係合し、連結部材９１の基端側と蓋側連結部８３とが係合した状態
で、連結部材９１を介して本体側連結部７４と蓋側連結部８３とが連結される。このよう
にして、副制御装置５０を容易に組み立てることができる。
【０１９９】
　なお、副基板ケース７０には、本体側連結部７４に形成された第１マーク構成部９５ａ
と、蓋側連結部８３に形成された第２マーク構成部９５ｂと、連結部材９１に形成された
第３マーク構成部９５ｃとが組み合わされて、副基板ケース蓋８１の方から見て認識可能
な識別マーク９５が形成されるようになっている。これにより、副基板ケース本体７１、
副基板ケース蓋８１、連結部材９１のうち１つを破壊して、同種の他の部品に交換したと
しても、識別マーク９５が正しく形成されないため、識別マーク９５をチェックすること
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により、副基板ケース７０の異常を容易に発見することができる。このように、副基板ケ
ース本体７１、副基板ケース蓋８１、連結部材９１のうち１つを破壊して、副基板ケース
７０を不正に開放する行為を容易に発見することができる。
【０２００】
　［本実施形態における特徴構成］
　［上部マスクユニットの特徴構成］
　本実施形態において、保護カバー５４１が、保護カバー５４１の前下方から湾曲カバー
部５４３を通じて画面５０２の少なくとも一部（下側の領域）を視認可能に構成されてい
る。これにより、画像表示装置５０１の前方に並んで演出装置５１１が設けられても、上
部マスク５５１の下枠部に遮られる等によって画面５０２の視認性が妨げられることがな
いことから、演出装置５１１による多彩な演出を可能にしつつ、画像表示装置５０１の視
認性を向上させることが可能になる。
【０２０１】
　また、湾曲カバー部５４３が、前カバー部５４２を通じて画面５０２を視認する場合と
同様に視認できる程度に、滑らかに湾曲している。これにより、湾曲カバー部５４３を通
じて視認される画面５０２に歪み等が生じないため、演出装置５１１による多彩な演出を
可能にしつつ、画像表示装置５０１の視認性を向上させることができる。
【０２０２】
　また、左側可動演出部材５１５、右側可動演出部材５１６、および中央可動演出部材５
１７が、演出作動位置に位置する場合と、左側可動演出部材５１５、右側可動演出部材５
１６、および中央可動演出部材５１７が、待機位置に位置する場合の両方において、保護
カバー５４１の前下方から湾曲カバー部５４３を通じて画面５０２の少なくとも一部（下
側の領域）を視認可能に構成されている。これにより、画面５０２の前側近傍において演
出装置５１１が演出作動を行っても、上部マスク５５１の下枠部に遮られる等によって画
面５０２の視認性が妨げられることがないことから、演出装置５１１による多彩な演出を
可能にしつつ、画像表示装置５０１の視認性を向上させることができる。
【０２０３】
　［操作パネルの特徴構成］
　本実施形態において、操作ユニット取付部２３の前面部に、上パネル部材１１０の前端
部を覆う覆い部１２４が上部に形成された前パネル部材１２０が取り付けられ、前面扉２
０（前面枠２１）の前面側における操作ユニット取付部２３の左右側方に、前パネル部材
１２０の左右端部を覆って固定する左固定部材１６０および右固定部材１７０が取り付け
られている。これにより、上パネル部材１１０の前端部（および左右端部）が前パネル部
材１２０の覆い部１２４に覆われるため、工具等を用いて、操作ユニット取付部２３の上
面部と上パネル部材１１０との間に隙間が形成され、操作ユニット取付部２３のベットス
イッチ取付部２３ａや演出スイッチ取付部２３ｂ等からスロットマシンＳＭの内部に不正
にアクセスされるのを防止することができる。また、前パネル部材１２０の左右端部が左
固定部材１６０および右固定部材１７０に覆われて固定されるため、工具等を用いて、操
作ユニット取付部２３の前面部と前パネル部材１２０との間に隙間が形成され、操作ユニ
ット取付部２３のストップスイッチ取付部２３ｄ等からスロットマシンＳＭの内部に不正
にアクセスされるのを防止することができる。そのため、スロットマシンＳＭに対する不
正行為を防止することができる。
【０２０４】
　また、ストップスイッチユニット３００が、前パネル部材１２０の一部を覆って固定す
るように操作ユニット取付部２３のストップスイッチ取付部２３ｄに取り付けられている
。これにより、操作ユニット取付部２３の前面部と前パネル部材１２０との間に隙間が形
成され、操作ユニット取付部２３のストップスイッチ取付部２３ｄ等からスロットマシン
ＳＭの内部に不正にアクセスされるのを防止することができる。そのため、スロットマシ
ンＳＭに対する不正行為を防止することができる。
【０２０５】
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　また、左固定部材１６０が、左固定部材１６０に近接する左上部サイドランプ４００お
よび左下部サイドランプ４５０の端部を覆って固定するようになっている。同様に、右固
定部材１７０が、右固定部材１７０に近接する右上部サイドランプ４１０および右下部サ
イドランプ４６０の端部を覆って固定するようになっている。これにより、工具等を用い
て、いずれかのサイドランプの端部と前面扉２０（前面枠２１）との間に隙間が形成され
、スロットマシンＳＭの内部に不正にアクセスされるのを防止することができる。そのた
め、スロットマシンＳＭに対する不正行為を防止することができる。
【０２０６】
　また、左上部サイドランプ４００が、前パネル部材１２０の左上端部に当接して固定す
るパネル固定部４０２を有している。同様に、右上部サイドランプ４１０が、前パネル部
材１２０の右上端部に当接して固定するパネル固定部４４２を有している。これにより、
上パネル部材１１０および前パネル部材１２０を操作ユニット取付部２３から取り外すに
は、左固定部材１６０および右固定部材１７０だけでなく、左上部サイドランプ４００お
よび右上部サイドランプ４１０を取り外す必要がある。そのため、上パネル部材１１０お
よび前パネル部材１２０を取り外すのが煩雑であるため、上パネル部材１１０および前パ
ネル部材１２０の不正な取り外しを防止することができる。
【０２０７】
　［中継基板ケースユニットの特徴構成］
　本実施形態において、配線カバー８００が、操作スイッチ用コネクタカバー７６０（上
方）に近接して前面扉２０の配線部４３に取り付けられ、操作スイッチ用コネクタカバー
７６０の取り付け方向と反対の方向（上方向）への移動を規制するように構成されている
。これにより、配線カバー８００を取り外さなければ、操作スイッチ用コネクタカバー７
６０を中継基板ケース７２０から取り外すことができないため、中継基板７１０に対する
不正なアクセスを防止することが可能になる。そのため、スロットマシンＳＭに対する不
正行為を防止することができる。
【０２０８】
　また、配線カバー８００に、配線カバー８００を操作スイッチ用コネクタカバー７６０
に対して固定する第１カバー固定手段８１０が設けられている。これにより、操作スイッ
チ用コネクタカバー７６０を中継基板ケース７２０から取り外すために、配線カバー８０
０を無理に取り外すのを防止することができ、中継基板７１０に対する不正なアクセスを
防止することが可能になる。そのため、スロットマシンＳＭに対する不正行為を防止する
ことができる。
【０２０９】
　また、操作スイッチ用コネクタカバー７６０は、配線部４３における操作スイッチ用コ
ネクタカバー７６０の近傍のケーブルを配線カバー８００の縁部（近接部８０５）に対し
て覆う配線カバー部７６５を有している。これにより、配線カバー８００を配線部４３に
取り付ける際、操作スイッチ用コネクタカバー７６０の近傍のケーブルが配線カバー８０
０の縁部に噛みこまれるのを防止することができる。
【０２１０】
　［ベットスイッチユニットの特徴構成］
　本実施形態において、センサユニット部２４０（第１センサ基板保持部材２４６）およ
び照光ユニット部２６０（第１ランプ基板保持部材２７１）は、互いに連結された状態で
ボタンカバー部材２３１の第１カバー部２３２に取り付けられて、ボタン収容部材２１１
の開口部２１４から第１ボタン収容部２１２の内部に収容されている。これにより、ベッ
トスイッチユニット２００を容易に組み立てることができ、組み立て作業を容易に行うこ
とが可能になる。
【０２１１】
　また、センサ用コネクタ２４４およびランプ用コネクタ２６３が主制御用コネクタおよ
び副制御用コネクタ（図示せず）との嵌合方向にずれた状態で略平行に並ぶように、セン
サユニット部２４０（第１センサ基板保持部材２４６）と照光ユニット部２６０（第１ラ
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ンプ基板保持部材２７１）が連結されている。そのため、主制御用コネクタと副制御用コ
ネクタとが位置整合して略平行に重なる状態になって、主制御用コネクタおよび副制御用
コネクタのうち一方を着脱する際に他方が邪魔になることがないことから、センサ用コネ
クタ２４４とランプ用コネクタ２６３におけるコネクタの着脱を容易に行うことができる
。
【０２１２】
　また、センサ基板２４１の発光素子２４２および受光素子２４３は、マックスベットボ
タン部２０２を押す操作が行われて、第１操作部材２０１が第１付勢バネ２２１の付勢力
に抗して所定の操作位置に移動したことを検出するように構成される。これにより、セン
サユニット部２４０（第１センサ基板保持部材２４６）と照光ユニット部２６０（第１ラ
ンプ基板保持部材２７１）との連結構造を簡便にすることが可能になるため、ベットスイ
ッチユニット２００を容易に組み立てることができ、組み立て作業を容易に行うことが可
能になる。
【０２１３】
　［ストップスイッチユニットの特徴構成］
　本実施形態において、各センサユニット部３７０ａ～３７０ｃ（第１センサ基板保持部
材）および各照光ユニット部３８０ａ～３８０ｃ（第１ランプ基板保持部材）が、互いに
連結された状態で内カバー部材３５０の各ユニット取付部３５１ａ～３５１ｃに取り付け
られて、第２ボタン収容部材３４０の各開口部３４２ａ～３４２ｃから各第２ボタン収容
部３４１ａ～３４１ｃの内部に収容されている。これにより、ストップスイッチユニット
３００を容易に組み立てることができ、組み立て作業を容易に行うことが可能になる。
【０２１４】
　また、ストップスイッチユニット３００においても、ベットスイッチユニット２００と
同様に、センサ用コネクタおよびランプ用コネクタが主制御用コネクタおよび副制御用コ
ネクタ（図示せず）との嵌合方向にずれた状態で略平行に並ぶように、各センサユニット
部３７０ａ～３７０ｃ（第１センサ基板保持部材）と各照光ユニット部３８０ａ～３８０
ｃ（第１ランプ基板保持部材）とが連結されている。そのため、主制御用コネクタと副制
御用コネクタとが位置整合して略平行に重なる状態になって、主制御用コネクタおよび副
制御用コネクタのうち一方を着脱する際に他方が邪魔になることがないことから、各セン
サユニット部３７０ａ～３７０ｃのセンサ用コネクタと各照光ユニット部３８０ａ～３８
０ｃのランプ用コネクタにおけるコネクタの着脱を容易に行うことができる。
【０２１５】
　また、各センサユニット部３７０ａ～３７０ｃに構成されるセンサ基板２４１の発光素
子２４２および受光素子２４３は、各ストップボタン部３１１ａ～３１１ｃを押す操作が
行われて、各操作部材３１０ａ～３１０ｃとともに各摺動部材３２０ａ～３２０ｃが付勢
バネ３２５ａ～３２５ｃの付勢力に抗して所定の操作位置に移動したことを検出するよう
に構成される。これにより、各センサユニット部３７０ａ～３７０ｃ（第１センサ基板保
持部材）と各照光ユニット部３８０ａ～３８０ｃ（第１ランプ基板保持部材）との連結構
造を簡便にすることが可能になるため、ベットスイッチユニット２００を容易に組み立て
ることができ、組み立て作業を容易に行うことが可能になる。
【０２１６】
　［シャッター装置の特徴構成］
　本実施形態において、第１左ガイド用ラックギヤ６２１Ｌ、第２左ガイド用ラックギヤ
６２２Ｌ、第１右ガイド用ラックギヤ６２１Ｒ、および第２右ガイド用ラックギヤ６２２
Ｒが、第１および第２シャッター６４０，６６０の側方に、各ガイド用ピニオンギヤと噛
合するように着脱可能に取り付けられる。これにより、左ガイド部材６１１Ｌと右ガイド
部材６１１Ｒとの間に、第１および第２シャッター６４０，６６０等を組み付ける際、各
部のガイド用ピニオンギヤに対するガイド用ラックギヤの位置合わせを同時に行う必要が
なく、組み付け作業を容易に行うことができる。そのため、シャッター装置６００を容易
に組み立てることができ、組み立て作業を容易に行うことが可能になる。
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【０２１７】
　また、左ガイド部材６１１Ｌに、第１左ガイド用ラックギヤ６２１Ｌが着脱可能に取り
付けられる第１左ラックギヤ取付部６１８Ｌと、第２左ガイド用ラックギヤ６２２Ｌが着
脱可能に取り付けられる第２左ラックギヤ取付部６１９Ｌとが形成され、右ガイド部材６
１１Ｒに、第１右ガイド用ラックギヤ６２１Ｒが着脱可能に取り付けられる第１右ラック
ギヤ取付部６１８Ｒと、第２右ガイド用ラックギヤ６２２が着脱可能に取り付けられる第
２右ラックギヤ取付部６１９Ｒとが設けられている。これにより、各ガイド用ラックギヤ
の着脱を容易に行うことができるため、シャッター装置６００を容易に組み立てることが
でき、組み立て作業を容易に行うことが可能になる。
【０２１８】
　また、第１駆動側シャッター部材６４１の中央部に、左右のガイド部材６１１Ｌ，６１
１Ｒと略平行に直線的に延びる第１駆動用ラックギヤ６４３が設けられ、第２駆動側シャ
ッター部材６６１の中央部に、左右のガイド部材６１１Ｌ，６１１Ｒと略平行に直線的に
延びる第２駆動用ラックギヤ６６３が設けられている。これにより、第１駆動側シャッタ
ー部材６４１および第２駆動側シャッター部材６６１を安定して駆動することができる。
【０２１９】
　また、第１シャッター６４０と第２シャッター６６０とが互いに離れるように変位して
開閉領域ＦＤを開き、第１シャッター６４０と第２シャッター６６０とが互いに近づくよ
うに変位して開閉領域ＦＤを閉じるように構成される。このように、左ガイド部材６１１
Ｌと右ガイド部材６１１Ｒとの間に、複数のシャッターを組み付ける場合であっても、各
部のガイド用ピニオンギヤに対するガイド用ラックギヤの位置合わせを同時に行う必要が
なく、組み付け作業を容易に行うことができる。そのため、シャッター装置６００を容易
に組み立てることができ、組み立て作業を容易に行うことが可能になる。
【０２２０】
　上述の実施形態において、図２８に示すように、第１従動側シャッター部材６５１の下
端部後面側に、第１の磁石６５８を設けるとともに、第２従動側シャッター部材６７１の
上端部後面側に、第１の磁石６５８と引き付け合うように第２の磁石６７８を設けるよう
にしてもよい。これにより、第１シャッター６４０と第２シャッター６６０とが互いに近
づくように変位して開閉領域ＦＤを閉じる際、第１従動側シャッター部材６５１の下端部
と第２従動側シャッター部材６７１の上端部とが磁力により密着して、開閉領域ＦＤをよ
り確実に閉じることができる。また、第１従動側シャッター部材６５１の上端部後面側に
、第３の磁石６５９を設けるようにしてもよい。これにより、第１シャッター６４０と第
２シャッター６６０とが互いに離れるように変位して開閉領域ＦＤを開く際、第１従動側
シャッター部材６５１の上端部が磁力により金属製の第１フレーム部６３０に引き付けら
れ、開閉領域ＦＤをより確実に開くことができる。
【０２２１】
　上述の実施形態において、シャッター装置６００は、リール表示窓２２の後面側におけ
る（左から３つめの）第３リール１２ｃと重なる部分に取り付けられているが、これに限
られるものではなく、画像表示装置５０１の前方に取り付けられて、第１および第２シャ
ッター６４０，６６０が開閉領域ＦＤを開閉することにより、画像表示装置５０１の画面
５０２を出現および隠蔽するように構成されてもよい。なおこの場合、シャッター装置６
００が左右方向に延伸するように取り付けられて、第１および第２シャッター６４０，６
６０が開閉領域ＦＤを左右方向に開閉するように構成されてもよい。
【０２２２】
　上述の実施形態において、シャッター装置６００は、第１および第２シャッター６４０
，６６０を備えて構成されているが、これに限られるものではなく、第１シャッター６４
０（もしくは第２シャッター６６０）のみを備えて、開閉領域ＦＤを片開き開閉するよう
に構成されてもよい。
【０２２３】
　上述の実施形態において、左固定部材１６０および右固定部材１７０は、前パネル部材
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１２０の左右端部に加えて、前パネル部材１２０の下方に設けられた装飾パネル３４の上
側端部を覆って固定するように構成されてもよい。
【０２２４】
　上述の実施形態において、前面扉２０（前面枠２１）の前面側における操作ユニット取
付部２３の左右側方に、前パネル部材１２０の左右端部を覆って固定する左固定部材１６
０および右固定部材１７０が取り付けられているが、これに限られるものではない。例え
ば、前面扉２０が左右非対称に構成されている場合には、前面扉２０（前面枠２１）の前
面側における操作ユニット取付部２３の左側方もしくは右側方の一方に、前パネル部材の
左端部もしくは右端部を覆って固定する固定部材が設けられるようにしてもよい。
【０２２５】
　上述の実施形態において、中継基板ケース７２０の操作スイッチ用コネクタカバー７６
０に近接して、配線カバー８００が取り付けられているが、これに限られるものではない
。例えば、主制御装置を構成する主基板ケースに取り付けられたコネクタカバーに近接し
て、配線カバーが取り付けられるようにしてもよく、また例えば、副制御装置を構成する
副基板ケースに取り付けられたコネクタカバーに近接して、配線カバーが取り付けられる
ようにしてもよい。このように、配線カバーは、基板ケースに取り付けられたコネクタカ
バーの取り付け方向と反対の方向への移動を規制可能な構成であればよい。
【０２２６】
　上述の実施形態において、本発明が適用される遊技機の一例として、遊技メダルを使用
するスロットマシン（回胴式遊技機）ＳＭを例示して説明したが、これに限定されるもの
ではなく、例えば、遊技球を使用する回胴式遊技機や、雀球遊技機、アレンジボール機、
パチンコ機などについても同様に適用し、同様の効果を得ることができる。
【符号の説明】
【０２２７】
ＳＭ１　スロットマシン（遊技機）
　１０　基体部（本体部材）
　１１　リールユニット（遊技装置）
　１２ａ　第１リール
　１２ｂ　第２リール
　１２ｃ　第３リール
　１２ｄ　第４リール
　１５　主制御装置
　２０　前面扉（開閉部材）
　２１　前面枠
　２２　リール表示窓
　２３　操作ユニット取付部
　２３ａ　ベットスイッチ取付部
　２３ｂ　演出スイッチ取付部
　２３ｃ　メダルユニット取付部
　２３ｄ　ストップスイッチ取付部
　４２　基板ケース取付部
　４３　配線部
１００　操作パネル
１１０　上パネル部材
１２０　前パネル部材
１２４　覆い部
１６０　左固定部材
１７０　右固定部材
２００　ベットスイッチユニット（上側操作装置）
２０１　第１操作部材



(47) JP 2016-19637 A 2016.2.4

10

20

30

40

50

２０２　マックスベットボタン部
２１１　ボタン収容部材
２２１　第１付勢バネ
２３１　ボタンカバー部材
２４０　センサユニット部
２４１　センサ基板
２４２　発光素子
２４３　受光素子
２４４　センサ用コネクタ
２４６　第１センサ基板保持部材
２５６　第２センサ基板保持部材
２６０　照光ユニット部
２６１　照光ランプ基板
２６２　照光ＬＥＤランプ
２６３　ランプ用コネクタ
２７１　第１ランプ基板保持部材
２７６　第２ランプ基板保持部材
３００　ストップスイッチユニット（前側操作装置）
３１０ａ　左側操作部材
３１０ｂ　中央操作部材
３１０ｃ　右側操作部材
３１１ａ　左側ストップボタン部
３１１ｂ　中央ストップボタン部
３１１ｃ　右側ストップボタン部
３２０ａ　左側摺動部材
３２０ｂ　中央摺動部材
３２０ｃ　右側摺動部材
３２５ａ　左側付勢バネ
３２５ｂ　中央付勢バネ
３２５ｃ　右側付勢バネ
３３０　第１ボタン収容部材
３４０　第２ボタン収容部材
３５０　内カバー部材
３６０　外カバー部材
３７０ａ　左側センサユニット部
３７０ｂ　中央センサユニット部
３７０ｃ　右側センサユニット部
３８０ａ　左側照光ユニット部
３８０ｂ　中央照光ユニット部
３８０ｃ　右側照光ユニット部
４００　左上部サイドランプ
４１０　右上部サイドランプ
４５０　左下部サイドランプ
４６０　右下部サイドランプ
５００　上部マスクユニット（演出ユニット）
５０１　画像表示装置
５０２　画面
５０６　演出制御ユニット
５１１　演出装置
５１５　左側可動演出部材
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５１６　右側可動演出部材
５１７　中央可動演出部材
５１８　第１左側駆動部
５２０　第２左側駆動部
５２２　第１右側駆動部
５２４　第２右側駆動部
５２６　中央駆動部
５４１　保護カバー
５４２　前カバー部
５４３　湾曲カバー部
６００　シャッター装置
６１０Ｌ　左ガイド部
６１０Ｒ　右ガイド部
６１１Ｌ　左ガイド部材
６１１Ｒ　右ガイド部材
６１８Ｌ　第１左ラックギヤ取付部
６１８Ｒ　第１右ラックギヤ取付部
６１９Ｌ　第２左ラックギヤ取付部
６１９Ｒ　第２右ラックギヤ取付部
６２１Ｌ　第１左ガイド用ラックギヤ
６２１Ｒ　第１右ガイド用ラックギヤ
６２２Ｌ　第２左ガイド用ラックギヤ
６２２Ｒ　第２右ガイド用ラックギヤ
６４０　第１シャッター
６４１　第１駆動側シャッター部材
６４３　第１駆動用ラックギヤ
６４６Ｌ　第１左ガイド用ピニオンギヤ
６４６Ｒ　第１右ガイド用ピニオンギヤ
６５１　第１従動側シャッター部材
６５６Ｌ　第１左シャッター用ラックギヤ
６５６Ｒ　第１右シャッター用ラックギヤ
６６０　第２シャッター
６６１　第２駆動側シャッター部材
６６３　第２駆動用ラックギヤ
６６６Ｒ　第２右ガイド用ピニオンギヤ
６７１　第２従動側シャッター部材
６７６Ｌ　第２左シャッター用ラックギヤ
６７６Ｒ　第２右シャッター用ラックギヤ
６８０　第１シャッター駆動部
６８２　第１駆動モータ
６８４　第１ピニオンギヤ
６８４　第１伝達ギヤ
６９０　第２シャッター駆動部
６９２　第２駆動モータ
６９３　第２ピニオンギヤ
６９４　第２伝達ギヤ
７００　中継基板ケースユニット
７１０　中継基板
７１１　プリント基板（７１１ａ　実装面）
７１２　ストップスイッチ用コネクタ
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７１３　ベットスイッチ用コネクタ
７１４　表示器用コネクタ
７１５　スタートスイッチ用コネクタ
７１６　メダルセレクタ用コネクタ
７１７　主制御装置用コネクタ
７２０　中継基板ケース
７２１　中継基板ケース本体
７３１　中継基板ケース蓋
７３５　操作スイッチ用コネクタ露出部（７３５ａ　縁部）
７５０　スタートスイッチカバー
７５５　スタートスイッチ用コネクタカバー
７６０　操作スイッチ用コネクタカバー
７６５　配線カバー部
７６６　ロック片係合部
７７０　メダルセレクタ用コネクタカバー
８００　配線カバー
８０５　近接部
８１０　第１カバー固定手段
８２０　第２カバー固定手段
８５２　ストップスイッチケーブル
８５３　ベットスイッチケーブル
８５４　表示器用ケーブル
８５５　スタートスイッチケーブル
８５６　メダルセンサケーブル
　ＦＤ　開閉領域
【図１】 【図２】



(50) JP 2016-19637 A 2016.2.4

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(51) JP 2016-19637 A 2016.2.4

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(52) JP 2016-19637 A 2016.2.4

【図１１】 【図１２】
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【図１７】 【図１８】



(54) JP 2016-19637 A 2016.2.4

【図１９】 【図２０】
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